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はじめに  

我が国は、 2 0 2 0 年 1 0 月に「 2 0 5 0 年カーボンニュートラル」を目指すことを宣言

した。また、 2 0 2 0 年 1 月に閣議決定された「革新的環境イノベーション戦略」におい

て「世界のカーボンニュートラル、更には、過去のストックベースでの C O 2 削減（ビ

ヨンド・ゼロ）を可能とする革新的技術を 2 0 5 0 年までに確立することを目指し、長

期戦略に掲げた目標に向けて社会実装を目指していく」こととしており、これらの実

現に向けた技術イノベーションの重要性がますます認識されているところである。  

このような状況の中で迎える 2 0 2 5 年大阪・関西万博は、我が国の革新的環境イノ

ベーション技術をアピールする絶好の機会である。 2 0 2 0 年 1 2 月に閣議決定された大

阪・関西万博の基本方針では基本的な考え方の第三項目にカーボンニュートラルを目

指す上での大阪・関西万博の形として『日本は 2 0 5 0 年までに温室効果ガスの排出を

全体としてゼロにする、 2 0 5 0 年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指し、

ネガティブエミッション技術（D i r e c t  A i r  C a r b o n  C a p t u r e  a n d  S t o r a g e ）、次世代型

太陽電池やカーボンリサイクルをはじめとした、革新的なイノベーションの実用化を

見据えた研究開発を促進していくことで地球温暖化対策を進めていくこととしている。

「未来社会の実験場」である万博会場では、過去のストックベースでの二酸化炭素の

削減（ビヨンド・ゼロ）を可能とする日本の革新的な技術を通して世界に向けて脱炭

素社会の在り方を示していく。』と明記されている。今後はこの方針にもとづき

『 2 0 2 5 年大阪・関西万博における革新的な環境技術や脱炭素社会の在り方の示し方』

を具体化していく必要がある。  

以上のような背景から、令和 3 年度より、ネガティブエミッション技術（D i r e c t  

A i r  C a r b o n  C a p t u r e  a n d  S t o r a g e）及びカーボンリサイクルに関する革新的なイノ

ベーション技術の 2 0 2 5 年大阪・関西万博における在り方の示し方に関する調査を目

的として、コンソーシアムを実施してきたところである。令和 4 年度には、万博にお

いてカーボンニュートラルを実現するうえで必要な C F P 算定やオフセットの考え方な

どについて、博覧会協会の脱炭素ワーキンググループ（脱炭素 W G）の検討状況と連

携しつつ、万博に導入可能な、カーボンニュートラルに資する技術の紹介・発信を行

った。また、万博における来場者に分かり易い展示方法・内容、会場中央部からの来

場者の移送など、具体的な内容について、検討を行った。  

本年度は、万博での実証実施者がおおよそ確定したことを踏まえ、これらの検討を

さらに深めるとともに、万博会場内外においてカーボンニュートラル技術を展示する

企業等との展示・広報の在り方について検討を進めるべく、調査、検討を行った。各

章の概要は以下のとおりである。  

 

第 1 章の展示内容に関する検討においては、実証プラントエリア内のガイダンス施

設などの配置を定めるとともに、受け入れ対象者や見学者数などの想定の精査、説明

内容、バーチャル万博への参加等について検討を進めた。  
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R I T E による実証プラントの展示については、パビリオン出展ではなく、未来社会

ショーケース事業に位置付けられる。未来社会ショーケース事業は、図に示すように、

スマートモビリティ万博、アート万博、デジタル万博、グリーン万博、バーチャル万

博、フューチャーライフ万博の 6 つの領域が設定されており、 R I T E による実証プラ

ントの展示は、グリーン万博に区分される。また、 R I T E では、バーチャル万博への

参加も検討している。  

 

 

図  未来社会のショーケース事業の領域区分  

 

R I T E 実証プラントのエリア内には、九州大学、名古屋大学による D A C の実証試験

も計画されている。 R I T E 実証プラントエリアの全景、配置案は図のとおり。  

 

図  R I T E 実証プラントエリア  全景（イメージ図）  
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図  R I T E 実証プラントエリア内の配置案  

展示内容の検討に当たっては、「C O 2 排出を実質ゼロ」とする『カーボンニュート

ラル』、更にそれを超えて過去のストックベースでの C O 2 を削減する『ビヨンド・ゼ

ロ』を実現する環境技術を、『R I T E ネガティブエミッションプラント』として世界の

方々に見学いただき、日本の先進的な環境技術をアピールすることを主旨としている。  

受け入れ対象者は、来場者の内、行政・学識経験者・関連業界の方等 V I P や、w e b

を通じて事前予約を行った一般来場者などを対象としている。  

見学者数は、最大で 1 日当たり 1 2 0 人 ( 2 0 人 /回・ 1 時間、 6 回 /日 )を受け入れ、会

期中では最大約 2 0 , 0 0 0 人程度と想定している。  

ガイダンス施設では、映像によるプレゼンテーションを行う。そのプレゼンテーシ

ョンの内容は、地球温暖化問題の現状から始め、カーボンニュートラルに取り組む意

義、次いでネガティブエミッション技術として D A C C S の説明、加えて実証プラント

エリア内で展示するカーボンニュートラル技術の紹介、最後にエピローグという流れ

を計画している（下図）。  
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図  バーチャル万博におけるコンテンツ例  

  

図  ガイダンス施設内でのプレゼンテーションのイメージ  

 

R I T E ネガティブエミッション実証プラントとして、バーチャル万博にも参加を予

定している。バーチャル万博は無料であり、時間・場所を問わず誰でも気軽に見学

（アクセス）できるものと想定されており、特に管理区域という一般来場者の立ち入

りが制限されたエリアにおいては、より多くの方への高い訴求効果が期待できる。  

 

第 2 章では、展示・広報の在り方の検討として、大阪・関西万博を盛り上げるため

に協力して行う効果的な広報について検討すべく、実証プラントエリア以外における

カーボンニュートラル技術を展示する企業や万博会場外でカーボンニュートラル技術

を情報発信する企業、また大阪・関西万博に合わせて開催される情報発信イベント等

について情報収集するとともに、博覧会協会等とも意思疎通を図りながら検討を進め

た。  
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万博会場内のカーボンニュートラル技術を整理した結果、グリーン万博に加え、ス

マートモビリティ万博やフューチャーライフ万博・未来の都市において、展示が考え

られており、計 2 6 社ある。  

関係団体の取組について、関西文化学術研究都市推進機構（けいはな学研都市）で

は、昨年 5 月に全体構想を取りまとめ、本年 6 月に基本計画を策定し、様々な事業を

進めていくこととしている。開催時期は、大阪・関西万博と同様に 2 0 2 5 年 4 月から

1 0 月で、 4 つのフェスティバルを設定し、それぞれ 4 日から 1 週間程度のイベントを

実施予定である（下図）。  

 

 

図  けいはんな万博の構成  

 

関西経済連合会では、特に水素エネルギーに関する取組を万博に向けて数年来、実

施している。万博開催が決定した以降は、万博会場での水素利活用に向けて、制約と

なるような規制緩和の要望や財政支援の要望等を、政府に行っている。  

また、関西地域には、非常に多くの水素関連技術を持った企業が集積していること

から、会場内に限らず会場外のサイトへの訪問に向けて、各企業へヒアリングを実施

している（下図）。  

こうした箇所をポータルサイト等に登録し、主にビジネス関係の来場者が対象にな

ると想定されるが、そうした来場者の訪問や、行政に対しては観光の１つとして、こ

のようなサイトをテックツアーに組み込んでもらえないか、というような打診を行っ

ている。  
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図  関西エリアの水素関連設備や技術実証サイトについて  

 

大阪府・大阪市では、万博推進局を共同設置の上「大阪・関西万博の成功に向けた

機運醸成アクションプラン」を策定し、官民一体となって府内外に向けて以下の情報

発信や機運醸成の取組を進めている。  

京都府では、大阪・関西万博にどのように向き合い、何を未来に残していくべきか

をまとめた「大阪・関西万博きょうと基本構想」に基づき、「大阪・関西万博きょう

とアクションプラン」を策定している。さらに、企業や団体による大阪・関西万博を

契機とした取組を認証し、活動を応援するとともに、認証した取組を広く発信するこ

とで、様々な取組をさらに創出するため、「大阪・関西万博きょうと推進委員会認証

制度」を創設している。  

兵庫県では、「 2 0 2 5 年大阪・関西万博に向けた兵庫のアクションプラン」を策定し、

様々な施策を実施している。「ひょうごフィールドパビリオン」として、地域の

「 S D G s を体現する活動の現場そのもの (フィールド )」を地域の人々が主体となって

発信し、多くの人を誘い、見て、学び、体験していただく「ひょうごフィールドパビ

リオン」を展開している。  

 

情報発信、 P R 手法について調査したところ、主に下表のものが挙げられる。  
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これら手法については、いずれも一般的な内容であり、コンソーシアムメンバー同

士、また会場内でのカーボンニュートラル技術展示の企業などの情報発信・ P R にお

いて、連携できる可能性も考えられる  

 

表  一般的な情報発信、P R 手法  

情報発信、 P R 手法  具体的な内容  

オンライン  

ホームページ  
バーチャル万博、プレスリリース、ニュースサイト

への掲載  など  

動画  P R 動画をホームページ内に掲載  など  

S N S  Yo u T u b e、 F a c e b o o k、 Tw i t t e r、 I n s t a g r a m など  

配信  ブログ、メルマガ、 L I N E 公式アカウント  など  

We b 広告  
検索連動型広告 (リスティング広告 )、ディスプレイ

広告、ネイティブ広告  など  

オフライン  印刷物 ,イベント , D M  など  

プル型（赤字）  ：ユーザーに自社の情報発信を見つけてもらう形  

プッシュ型（青字）：ユーザーに情報をこちらから送る形  

 

また、展示・広報の連携にあたり、催事における一般的な情報発信・ P R の流れ、

スケジュール及び複数団体が展示・広報について連携する際の具体的施策やポイント

について、専門知識を有する乃村工藝社へ聞き取りを行った。  

 

第 3 章では、展示施設への集客に関する検討について記載している。ガイダンス施

設への来場者の移送手段としては、 E V バスによる送迎を想定しており、万博会場の

中央部を出発地点として、ピストン輸送を計画している。また、今年度は来場者の集

客の一環として、R I T E 独自の事前予約システムについても検討を行った。  

会場中央部からの R I T E バスによる送迎については、博覧会協会と調整の上、会場

外周トラムの運行事業者である大阪市高速電気軌道株式会社（大阪メトロ）に委託す

る計画である。  

会期中、事前予約者など、最大約 2 0 , 0 0 0 人程度を移送する計画を前提として調整

を進めており、車種は小型 E V バス（全長 7 m 程度、定員 2 0 名）で、外周トラムの

E V バスと同一車種を想定している。  

R I T E バスの乗降車場所については、博覧会協会・大阪メトロとの協議にて、図に

示す日本館付近の東公園（仮称）を候補としている。  



 

 - 8 - 

 

図  会場中央部の R I T E バス乗降車場所（東公園（仮称））  

 

東公園（仮称）における事前予約者の集合場所については、外周トラムのバス停付

近に候補の 2 か所が挙げられている。その内 1 か所は、夜間に作業用通路として使用

されるため、集合場所としての使用は難しいと考えられる。もう 1 か所は付近に売店

があり、こちらの場所をベースに、博覧会協会・大阪メトロと協議を進める予定であ

る。また、R I T E バスへ乗車する来場者がきちんと事前予約を行っているかの確認方

法、東公園（仮称）内の集合場所から乗車場所への誘導方法などについて、検討を進

める。  

 

万博会場で使用する E V バス（下図）について、大阪メトロより情報収集を行った

結果は以下のとおりである。  

・乗降位置  後方扉より乗車、前方扉より降車（車椅子は前方より乗降）  

・乗車定員  2 6 名（ドライバー含む）  

・客席数   1 3 席（車椅子 1 台乗車の場合、 2 席専有のため 1 1 席）  

・広告･表示  車内上部広告枠：紙 6 . 5 枚分（ 1 0 3 c m  × 3 7 c m）× 6 枚  

                      （ 5 2 c m× 3 7 c m）× 1 枚  

    車内先頭部   ：行先表示等の液晶画面  

               ※表示内容については、別途協議が必要。  

         運転席背面部  ：デジタルサイネージ（ 7 6 c m  × 4 5  c m）  

               ※静止画・動画の表示可能。  
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図  小型 E V バス外観（車両側面）  

 

R I T E 行きのバスであるとの明示が、ラッピングなど外観上の区分では難しいため、

外周トラムとどう区別するか、検討が必要である。  

また、 E V バスにはデジタルサイネージや広告掲示スペースも設けられていること

から、これらを活用してどういった情報発信を行うか、検討を要する。  

 

R I T E 実証プラントエリアへの来場者は事前予約を必要としている。事前予約シス

テムは、博覧会協会も協会ホームページ上で、予約システムを構築する計画であるが、

パビリオンの事前予約は 2 箇所のみとされていることから、 R I T E 実証プラントへの

予約の機会がかなり減るものと想定される。そのため、 R I T E 独自の事前予約システ

ムを構築する計画としている。  

 

第 4 章では、カーボンニュートラル技術に係るアンケート調査、ヒアリングについ

て記載している。  

アンケート調査結果において、万博開催に合わせ、カーボンニュートラル技術の情

報発信を行いたいと考えているかどうかの設問に対する回答結果を図に示す。  

結果、 9 企業がカーボンニュートラル技術の情報発信を考えているとの回答であっ

た。特に行う予定はない、との回答は、主に団体、行政であり、業界として、また行

政全体としては、何らかの情報発信が行われるものと推察される。  

  

図  カーボンニュートラル技術の情報発信に関する回答  
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カーボンニュートラル技術を情報発信したいと回答した企業・団体において、どの

ような情報発信を行いたいと考えているかの設問に対する回答結果を図に示す。  

結果、万博会場内外で情報発信を行いたいと考えている企業・団体が多く、その他

自由記述欄には、実証プラントエリアでの情報発信や、万博での情報発信のサポート

をしたいなどの回答もあった。  

 

  

図  情報発信の形態  

 

考えている情報発信について、具体的にどういった場所で、どういったカーボンニ

ュートラル技術を、またどういった方法を考えているかの設問に対する回答結果を表

に示す。  

結果、一部、検討中との回答があったが、多くの企業では、場所、技術、方法につ

いて考えを持っており、実機の展示以外にも、多くの企業、また行政ではホームペー

ジ等、オンラインでの情報発信を考えている。  
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表  具体的な情報発信の内容  

 場所  
カーボンニュートラル  

技術  
方法  

Ｂ  会場外（夢洲への航路）  水素に関するモビリティ  
水素燃料電池船の開発・
運航  

Ｄ  実証エリア  
微生物と触媒によるメタ
ネーション技術  

実機見学を予定している  

Ｅ  現在、検討・調整中  
製造過程における C O 2

排出量をゼロ以下にでき
るコンクリート技術  

映像、パネル、サンプル
展示等  

Ｆ  

・当社は、ゼロカーボン社会実現に向けて、サプライサイドとデマンドサイドの
ゼロカーボン化が大事だと思っている  

・サプライサイドとしては、水素発電の実証を進めており、何等かの方法でその
技術を訴求したいと考えている  

・デマンドサイドとしては、ゼロカーボンの電気が会場に届くという前提の元、
その電気を効率的に活用することでＣＮを達成する技術として、走行中給電を
含めた E M S 実証を進めており、その技術を訴求したいと考えている  

・場所、方法については今後検討を進めていく予定  

Ｇ  メーリングリスト、ホームページ等でのプロモーションを考えている  

Ｉ  

・会場施設や整備に利用で
きる可能性があれば技術
適用  

・会場内やオンラインでの
情報提供  

コンクリートや木質構造
などの材料系  

・会場内での材料利用、
システム設置  

・技術説明資料提供（会
場内やオンラインでの
説明）  

Ｊ  
実施プラントエリア（管理
区域）  

C O 2 吸収型のセメント・
コンクリート技術  

・見学通路へのブロック
敷設を想定して考えて
いる。  

・本展示の実績につい
て、弊社ホームページ
などで個別にアピール
できればと考えている  

Ｑ  
バーチャル万博、テーマウ
ィークでの動画の放映等を
検討  

環境・エネルギー先進技
術が普及した未来社会の
姿  

万博を契機とした環境・
エネルギー先進技術普及
事業（万博発信コンテン
ツ作成）において、事業
者による環境・エネルギ
ー先進技術の研究・開発
意欲の促進を目的とし
て、カーボンニュートラ
ルやプラスチックごみゼ
ロの実現に資する先進技
術が普及した未来社会の
姿を、万博会場内外で効
果的に発信する動画等の
コンテンツの作成を予定
している  
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万博会場外で情報発信を行うと回答した企業・団体に対し、万博の来場者を誘導す

る考えはあるかの設問に対する回答結果を図に示す。  

半数の企業が会場外へ来場者を誘導したいとの回答結果であった。  

 

 

図  万博会場外への来場者の誘導  

 

次に、アンケート調査において、万博の開催に合わせ情報発信を行いたいとの回答

であった参加メンバーその他団体における取組内容の進捗や新たな取組、情報発信の

手法などを明らかにし、連携・協力の在り方を探るため、ヒアリングを実施した。  

万博の開催に合わせ、活用される（活用を予定している）情報発信、 P R 手法につ

いての設問に対する回答結果を図に示す。  

ほぼ全ての企業・団体でホームページの活用を考えている一方、現状で S N S での発

信は少ないという結果であった。  

 

図  情報発信、P R 手法  
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他の企業・団体と情報発信について連携したい考えがあるかについての設問に対す

る回答結果を図に示す。  

他の企業・団体と連携した情報発信の考えについて、回答を得た約半数が「ある」

との回答であった。また、連携する上での課題についての設問に対する回答結果を下

表に示す。  

 

 

図  他の企業・団体との情報発信の連携  

 

表  連携する上での課題  

企業・団体  回答  

企業Ａ  

・万博協会等の管理団体と協議、スピード感  

・未来社会ショーケース事業の展示と大阪パビリオン内の社内連携も

検討中  

企業Ｈ  
・連携のメリットよりも、協調するが故の自主性が無くなる、手法に

制約を受けるなど自由度が無くなるのではないか  

行政・団体Ｃ  

・広報費用：予算内で効果的な広報、情報発信ができるか、費用対効

果、効果検証  

・広報媒体：情報発信の対象者、ターゲットの設定  

行政・団体Ｅ  

・「けいはんな万博」のアイデンティティを失わず、w i n - w i n  の関係

を保ちながら広報できること  

・なるべく経費負担が増高せず、簡便に実施できる手法であること  

 

第 5 章では、実証プラントエリアの展示内容の取りまとめに資するべく、過去の万

博等において実施された革新的な技術の実証展示例の調査・分析結果を記載している。  

調査は以下の 3 つの観点から実施することとし、これらより考察できることを

R I T E 実証プラントの展示に反映させる方向で検討した。  

①過去開催された博覧会等での実証実験プラントの紹介事例  

②幅広いターゲットに新技術を訴求する際の見せ方（常設展示）  

③最新の映像／デジタル技術を活用した事例や動向  
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過去開催された博覧会等での実証実験プラントの紹介事例について、本格的な実証

実験を伴った見学可能な大型プラント、パビリオン、施設等の事例は極めて少ない。

しかしながら、博覧会等にて発信力のある実証プラントの建設・見学実施の難易度は

高いものの、実稼働している先進的な技術に触れることの注目度／訴求力は非常に高

いと推察される。  

幅広いターゲットに新技術を訴求する際の見せ方について、視認できないスケール

や化学変化等の現象は映像を用いることで、短い時間で分かりやすく効果的に伝える

ことができる。映像のビジュアルは、訴求する技術に対する見学者への印象にも大き

く影響を及ぼすため、新技術の理解を高めるには質の高い映像が望ましい。  

最 新 の 映 像 ／ デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し た 事 例 や 動 向 に つ い て 、 近 年 で は 没 入 感

（ I M M E R S I V E）をテーマとしたアトラクションや劇場型シアターがトレンドとなっ

ている。こうした「映像を映像として感じさせない手法」を実現するテクノロジーの

進化が顕著で、シースルースクリーン（視界が抜けているため、奥の空間まで見える

紗幕スクリーン）の技術は以前からあるものだが、非常に高いクオリティで「視界の

抜け感」と「映像投影の明瞭さ」を両立するものである。  

ゴーグル等のデバイスが不要となるため、見学者も運営側もストレスフリーで映像

内容に集中することができ、通常の映像鑑賞にはない没入感・体験性があり、運営面

の負荷が少ないことから、R I T E 実証プラントでの適用については、高い適正がある

と考えられる。  

 

第 6 章では、コンソーシアムにおける検討及び有識者からのヒアリング・技術指導

等について記載している。  

コンソーシアムにおける検討では、総会及びその傘下に展示広報分科会を組織・運

営し、コンソーシアム総会を 2 回、分科会を 2 回（いずれも We b を活用したハイブリ

ッド開催（半日））実施した。  

総会、分科会において各種検討を進めるにあたり、有識者として元 2 0 0 5 年日本国

際博覧会協会事務総長  中村利雄氏に特別顧問として就任頂き、適宜、ご意見を頂戴す

ることとした。  

 

第 7 章では、まとめとして今年度の取りまとめについて整理している。  

ガイダンス施設の設置に向けては、R I T E の D A C 装置だけでなく、九州大学、名古

屋大学の D A C 実証試験装置も含め、具体的な配置（レイアウト）などの検討を進め、

ガイダンス施設他、建築物については設計を完了し、 2 0 2 3 年 1 2 月に大阪市へ仮設建

築物許可、建築確認を申請し、 2 月に許可され、来年度より現地着工する計画である。  

想定見学者数は、来場者の安全確保の上で、事前予約者のチェック、 E V バスの乗

り降りなどに一定の余裕をもたせ、 1 度の受け入れには 1 時間程度を要するものと想

定した。そのため、最大で 1 日当たり 1 2 0 人 ( 2 0 人 /回・ 1 時間、 6 回 /日 )を受け入れ

ることとなり、会期中では最大約 2 0 , 0 0 0 人程度の来場者数となる。  

ガイダンス施設では、見学者へ映像によるプレゼンテーションを行う。そのプレゼ

ンテーションの内容は、地球温暖化問題の現状から始め、カーボンニュートラルに取
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り組む意義、次いでネガティブエミッション技術として D A C C S の説明、加えて実証

プラントエリア内で展示するカーボンニュートラル技術の紹介、最後にエピローグと

いう流れを計画している。この映像によるプレゼンテーションの所要時間は、概ね 1 0

分程度を予定している。  

また、革新的な技術の実証展示に関する調査では、シースルースクリーン（視界が

抜けているため、奥の空間まで見える紗幕スクリーン）の技術は、ゴーグル等のデバ

イスが不要となるため、見学者も運営側もストレスフリーで映像内容に集中すること

ができ、通常の映像鑑賞にはない没入感・体験性があり、運営面の負荷が少ないこと

から、R I T E 実証プラントでの適用について、高い適正があると考えられる。  

R I T E ネガティブエミッション実証プラントとして、バーチャル万博にも参加を予

定している。バーチャル万博は無料であり、時間・場所を問わず誰でも気軽に見学

（アクセス）できるものと想定されており、特に管理区域という一般来場者の立ち入

りが制限されたエリアにおいては、より多くの方への高い訴求効果が期待できる。  

 

展示・広報の在り方の検討では、参加メンバーを対象にアンケート調査を行った結

果、情報発信を考えている参加メンバーは多く、それは万博会場内にとどまらず、会

場外でも行いたい、また来場者を誘導したいとの考えのメンバーもいる。また、ヒア

リングの結果、各企業・団体とも具体的な取組の検討を進めている段階であることか

ら、広報に係る連携について、未だ検討の余地があるものと推察される。  

情報発信の手法としては、ホームページや印刷物等の回答が多かったものの、 S N S

を考えられている企業・団体もあり、主にこういった手法での連携が考えられる。ま

た、万博会場内でどういったカーボンニュートラル技術が紹介されようとしているの

か、調査した結果、参加メンバーによるもの以外にも、グリーン万博、フューチャー

ライフ万博・未来の都市でも多数の企業が展示・ P R を計画している。  

今後、コンソーシアムにて得られた情報を元に、参加メンバー同士や、グリーン万

博、フューチャーライフ万博・未来の都市にて展示・ P R を計画している企業などと、

個別に調整を図り、連携を進める。  

 

展示施設への集客に関する検討では、会場中央部からの R I T E バスによる送迎につ

いては、博覧会協会と調整の上、会場外周トラムの運行事業者である大阪市高速電気

軌道株式会社（以下、大阪メトロ）に委託する計画である。  

会期中、事前予約者など、最大約 2 0 , 0 0 0 人程度を移送する計画を前提として調整

を進めており、車種は小型 E V バス（全長 7 m 程度、定員 2 0 名）で、外周トラムの

E V バスと同一車種を想定している。また、小型 E V バスにはデジタルサイネージや広

告掲示スペースも設けられていることから、これらを活用してどういった情報発信を

行うか、検討を要する。  

事前予約システムについて、博覧会協会も協会ホームページ上で、予約を行えるよ

う、システムを構築する計画であるが、R I T E 独自の事前予約システムを構築する計

画としている。  
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第1章  展示内容に関する検討  

昨年度のコンソーシアムにおける検討では、基本分科会にて博覧会協会の脱炭素

W G における検討状況やドバイ万博における環境への取組状況、水素関連技術、 D A C、

C C S など最先端技術動向等について情報共有を図り、展示方法分科会では、実証プラ

ントエリアにおける展示方法や説明内容、会場中央部から実証プラントエリアへの来

場者の移送方法などについて議論・検討を行ってきた。  

今年度は、実証プラントエリアにおける展示方法や来場者の移送方法等の検討に加

え、実証プラントエリアにおける実証事業の実施者が定まってきたことから、実証プ

ラントエリアだけでなく、実証プラントエリア外、万博会場外も含めた、カーボンニ

ュートラル技術の情報発信に軸足を置き検討を実施することとし、 2 分科会体制から、

展示広報分科会の 1 分科会体制にて検討を進めることとした。  

なお、引き続き、博覧会協会と連携して情報の共有化を図りながら、本分科会にて、

カーボンニュートラル技術の情報発信等も行った。  

展示内容に関する検討では、実証プラントエリア内のガイダンス施設などの配置を

定めるとともに、受け入れ対象者や見学者数などの想定の精査、説明内容、バーチャ

ル万博についても検討を進めた。  

 

1 . 1  実証プラントエリアにおける展示  

1 . 1 . 1  展示の位置づけ  

R I T E による実証プラントの展示については、パビリオン出展ではなく、未来社会

ショーケース事業（図  1 . 1 . 1 - 1）に位置付けられる。この未来社会ショーケース事業

は、万博会場を未来社会のショーケースに見立て、先進的な技術やシステムを取り入

れ未来社会の一端を実現することを目指す事業である。  

未来社会ショーケース事業は、図  1 . 1 . 1 - 2 に示すように、スマートモビリティ万博、

アート万博、デジタル万博、グリーン万博、バーチャル万博、フューチャーライフ万

博の 6 つの領域が設定されており、R I T E による実証プラントの展示は、グリーン万

博に区分される。また、 R I T E では、バーチャル万博への参加も検討している。  
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図  1 . 1 . 1 - 1  大阪・関西万博の企業・団体等の参加メニュー  

 

 

図  1 . 1 . 1 - 2  未来社会のショーケース事業の領域区分  

 

グリーン万博においては、R I T E、大阪ガス、エア・ウォーターの他、積水化学工

業、きんでん、N T T アノードエナジー、 P a n a s o n i c 等の企業も出展予定であるが、

R I T E、大阪ガス、エア・ウォーターの 3 者の展示場所は、図  1 . 1 . 1 - 3 に示すように、

万博会場の中央部ではなく、一般来場者が立ち入ることができない熱供給処理施設の

隣接地（管理区域）に位置し、博覧会協会はカーボンリサイクルファクトリーと名付

け 、 カ ー ボ ン リ サ イ ク ル を 実 現 し て い る 点 に つ い て 強 調 し て 発 信 し て い る （ 図  

1 . 1 . 1 - 4）。また、R I T E における実証展示の内容は、図  1 . 1 . 1 - 5 のとおりである。  
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図  1 . 1 . 1 - 3  未来社会のショーケース事業（グリーン万博）への出展者及び配置  

 

図  1 . 1 . 1 - 4  会場内のカーボンリサイクル（博覧会協会）  

 

 

図  1 . 1 . 1 - 5  R I T E における実証展示  
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1 . 1 . 2  展示内容の検討  

( 1 )  実証プラントエリアでの配置  

博覧会協会によるカーボンリサイクルファクトリーのイメージ図を図  1 . 1 . 2 - 1 に示

す。  

 

 

図  1 . 1 . 2 - 1  カーボンリサイクルファクトリーのイメージ（博覧会協会）  

 

カーボンリサイクルファクトリーでは、 R I T E、大阪ガス及びエア・ウォーターが、

実証試験を実施する計画である。また、R I T E 実証プラントのエリア内には、九州大

学、名古屋大学による D A C の実証試験も計画されている。なお、図  1 . 1 . 2 - 1 では

R I T E において D A C のみ記載されているが、C C S についても社会受容性の向上を目

的としてガイダンス施設等で解説を予定している。  

実証プラントエリアの南側には E V バスが 2 台（大阪ガス用 1 台を含め計 3 台）駐

車できるバス停を設置する。なお、大阪ガスエリア内のバス停は、大阪ガスがガスパ

ビリオンから移送する見学者用のバス停である。  

本年度は、ガイダンス施設の設置に向け、 R I T E の D A C 実証試験装置（D A C 装置）

だけでなく、九州大学、名古屋大学の D A C 実証試験装置も含め、具体的な配置（レ

イアウト）などの検討を進めた。また、博覧会協会からの要望にて、 3 者のエリアを

跨ぐ通路の設置も計画している。R I T E 実証プラントエリアの全景を図  1 . 1 . 2 - 2 に、

配置案を図  1 . 1 . 2 - 3 に示す。  
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図  1 . 1 . 2 - 2  R I T E 実証プラント  全景（イメージ図）  

 

 

図  1 . 1 . 2 - 3  R I T E 実証プラントエリア内の配置案  

 

R I T E 実証プラントエリアには、D A C 装置の他、来場者のためのバス停、ガイダン

ス施設（映像施設）、展望スペース、九州大学・名古屋大学・展示物を収める建物を

設置する計画としている。敷地面積は約 1 2 0 0 m 2、延床面積は約 3 5 0 m 2 で、ガイダン

ス施設は約 1 3 0 m 2 である。  

配置においては、博覧会協会が“騒音に関するガイドライン”を策定したことを踏

まえ、D A C 装置から外部への騒音を極力抑えるため、 D A C 装置を敷地中央部に配置

した。また、D A C 装置の高さが 7～ 8 m あることから建物を 2 階建てとし、 2 階展望
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スペースから来場者が見学できるよう計画している。エリア内の通路の壁面には、

C C S の地層を連想できるような塗装、また D A C 装置には、C O 2 吸収の流れが分かる

ような配色の工夫も検討している。エリア内のイメージを図  1 . 1 . 2 - 4～図  1 . 1 . 2 - 6 に

示す。  

ガイダンス施設他、建築物については設計を完了し、 2 0 2 3 年 1 2 月に大阪市へ仮設

建築物許可、建築確認を申請し、 2 月に許可されており、来年度より現地着工する計

画である。  

 

 

図  1 . 1 . 2 - 4  R I T E 実証プラント  展示スペース（イメージ図）  
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図  1 . 1 . 2 - 5  R I T E 実証プラント  ガイダンスホールへの通路（イメージ図）  

 

 

図  1 . 1 . 2 - 6  D A C 実証プラント  配色検討一例  

 

( 2 )  展示内容の検討  

実証プラントエリアにおける展示は、「C O 2 排出を実質ゼロ」とする『カーボンニ

ュートラル』、更にそれを超えて過去のストックベースでの C O 2 を削減する『ビヨン

ド・ゼロ』を実現する環境技術を、『 R I T E ネガティブエミッションプラント』として

世界の方々に見学いただき、日本の先進的な環境技術をアピールすることを主旨とし

ている。  

そのために、以下の①～③の情報発信を行うものとしているが、その他にも、C O 2

吸収コンクリートなどのカーボンリサイクル技術の実証展示も計画している。  

 

①大気からの C O ₂の直接回収技術（D A C ( D i r e c t  A i r  C a p t u r e )）    
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②C C S 技術（C O ₂の分離回収・地中貯留技術）  

⇒①＋②  D A C C S（D i r e c t  A i r  C a p t u r e  w i t h  C a r b o n  S t o r a g e )  

③C O 2 の鉱物固定（炭素固定）技術（アスファルト舗装材等への利用など）  

＊C C S については、社会受容性の向上を目的としてガイダンス施設等で解説予定  

 

③については、前田道路株式会社と R I T E にて共同研究しているアスファルト舗装

の材料である路盤材に C O 2 を吸収させる技術（図  1 . 1 . 2 - 7）等の実証を計画している。  

 

 

図  1 . 1 . 2 - 7  アスファルト舗装材料への C O 2 鉱物固定技術  

 

次に、受け入れ対象者や移送した後の説明の流れ及び説明内容などについて、検討

を行った。  

 

①  受け入れ対象者  

受け入れ対象者は、来場者の内、行政・学識経験者・関連業界の方等 V I P や、w e b

を通じて事前予約を行った一般来場者などを対象としている。また、事前予約の方法

についても検討を行っており、これについては第 3 章にて述べる。  

 

②  想定見学者数  

実証プラントエリアへの 1 度の受け入れ人数は、ガイダンス施設のスペース、実証

プラント見学時のアテンド、また E V バスの許容乗車人数などから、最大で 2 0 名とし

ている。  
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昨年度までの検討においては、ガイダンス施設における映像によるプレゼンテーシ

ョン、実証プラントの見学、来場者の E V バスによる送迎時間を踏まえ、 1 度の受け

入れに要する時間は 3 0 分程度と想定していたが、来場者の安全確保、事前予約者の

チェック、 E V バスの乗り降りなどに一定の余裕をもたせ、 1 度の受け入れには 1 時間

程度を要するものと想定することとした。  

そのため、最大で 1 日当たり 1 2 0 人 ( 2 0 人 /回・ 1 時間、 6 回 /日 )を受け入れること

となり、会期中では最大約 2 0 , 0 0 0 人程度の見学者数となる。  

なお、V I P の受け入れ時は、危機管理上、事前予約による一般来場者の受け入れを

停止すべきと考えており、実際の見学者数は、上記にて算定した最大見学者数を下回

るものと想定される。  

また、見学者に対して基本的には実証プラントエリア内にて説明を行うものと考え

ているが、博覧会協会から隣接する大阪ガス、エア・ウォーターの実証にも触れて欲

しいとの要望を受けており、関係各所と検討を進めている。  

 

③  見学者の受け入れの流れ  

会場中央部より、実証プラントエリアに見学者を受け入れた後の流れを図  1 . 1 . 2 - 8

に示す。  

  

図  1 . 1 . 2 - 8  来場者の受け入れの流れ  

 

受け入れた見学者には、まず初めにガイダンス施設にて、映像によるプレゼンテー

ションを行う。そのプレゼンテーションの内容は、地球温暖化問題の現状から始め、

カーボンニュートラルに取り組む意義、次いでネガティブエミッション技術として

D A C C S の説明、加えて実証プラントエリア内で展示するカーボンニュートラル技術

の紹介、最後にエピローグという流れを計画している。この映像によるプレゼンテー

ションの所要時間は、概ね 1 0 分程度を予定している。  
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図  1 . 1 . 2 - 9  ガイダンス施設内でのプレゼンテーションのイメージ  

 

ガイダンス施設内でのプレゼンテーションでは、立体的な映像での説明（この展示

方法による適正については第 5 章参照）を検討しており、図  1 . 1 . 2 - 9 のように、スク

リーンの手前だけでなく、背後にも見学者が座れる配置を検討している。なお、ガイ

ダンス施設は C LT 折版構造と呼ばれる、大きな１枚板から折り紙のように建築する構

造を採用する計画であり、これは、ひき板を繊維方向が直交するように積層接着した

パネルを用いるため、双方向に対し強度がある（図  1 . 1 . 2 - 1 0）。また、材質は木造で

あり、床面には C O 2 吸収路盤材を用いたアスファルトを施工することで、カーボンニ

ュートラルを目指した建屋とする計画である。  

 

図  1 . 1 . 2 - 1 0  ガイダンス施設の C LT 折版構造  
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④  訴求内容のポイント  

ガイダンス施設、実証プラントでの見学において、具体的な訴求内容について、検

討を行った。各コーナーでの訴求内容の検討案を図  1 . 1 . 2 - 1 1 に示す。  

 

 

図  1 . 1 . 2 - 11  各コーナーでの訴求内容の検討案  

 

ガイダンス施設においては、C O 2 増加と温暖化問題の関係性や問題解決の道筋から

ネガティブエミッション技術について説明を行い、新たに発生する C O 2 ではなく、既

に大気中に蓄積している C O 2 を減らす技術であることを印象付ける。  

次に、D A C の概念モデルベースで C O 2 の流れや、D A C 装置の仕組みを紹介する。

また、ここで九州大学、名古屋大学の D A C 装置の仕組みにも触れる。  

C O 2 実験ショーや見学時の見どころ案内により、見学者における理解を一層深める

内容を検討しているが、前述したとおり、大阪ガスとエア・ウォーターによる実証に

触れる所要時間を踏まえた検討が必要と考  えている。  

D A C 実機の見学においては、大気中から C O 2 を回収していることを何らかの手法

にて見学者に触れて欲しいとの考えから、 C O 2 フリーエアの体験を検討しているが、

D A C 装置の稼働状況にも大きく依拠するため、他の手法による体験も含め引き続き、

検討を進める。  

また、見学時には、合わせて C O 2 吸収路盤材を活用したアスファルトや C O 2 吸収

コンクリートのカーボンリサイクル技術についても紹介を予定している。  

なお、C C S に関しては、通路の壁面に紹介コーナーを設けて、 C C S を正しく理解し

ていただき、安全性を感じていただくことを目的とした展示とし、C C S の概要や安全

に管理するための貯留プロセス、世界・日本における適地などを紹介する方向で検討

している。  

 

1 . 1 . 3  名古屋大学、九州大学による D A C 実証  

( 1 )  名古屋大学による D A C 実証  

名古屋大学の D A C 実証のイメージ図を図  1 . 1 . 3 - 1 に示す。  
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図  1 . 1 . 3 - 1  名古屋大学の D A C 実証のイメージ図  

 

名古屋大学にて開発している大気中から C O 2 を回収する技術は、N E D O のムーンシ

ョットプロジェクトによる支援のもと実施しているものであり、冷熱を利用して大気

中から C O 2 を直接回収する D A C である。冷熱を使うことに因んで、C r y o D A C と名

付けられている。  

C O 2 を選択的に吸い取る気体を用いて大気中の C O 2 を吸収液に濃縮し、その吸収液

から C O 2 を取り出す際に液化天然ガス、 L N G の冷熱を利用して C O 2 をドライアイス

にして回収するものであり、有効に使われていない冷熱を活用することが特徴で、

D A C の省エネルギー化や、回収コストの削減を狙っている。  

冷熱を使って気体の C O 2 を固体のドライアイスにする際の体積の収縮を利用して真

空状態をつくり、C O 2 を吸収した液から C O 2 を放散させる。このように冷熱を使っ

て、ポンプを使わずに冷やして減圧状態をつくり、吸収液から C O 2 を取り出しドライ

アイスとして回収するというシステムである。  
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図  1 . 1 . 3 - 2  D A C 実証機のプラント設計計画  

 

実 証 に 向 け た 準 備 状 況 や 、 万 博 に 向 け て の 今 後 の ア ク シ ョ ン に つ い て は 、 図  

1 . 1 . 3 - 2 に示すとおりであり、現在、R I T E 実証プラントの全体設計と適宜、調整を図

っており、万博会場の現地確認も行っている。また、建築設計業務を外部に依頼して

おり、関係者との調整も進めている。  

今後、展示に要する費用や現地での実証コストを見極め、博覧会協会と具体的な展

示について調整を進める計画である。また、広報活動としては、様々な講演会の場で、

万博会場での実証試験計画について紹介しており、今後も引き続き活動を進めること

としている。  

 

( 2 )  九州大学による D A C 技術実証  

九州大学が開発中の D A C 技術を図  1 . 1 . 3 - 3 に示す。  
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図  1 . 1 . 3 - 3  C O 2 循環システムの研究開発（九州大学）  

 

九州大学では、C O 2 の分離膜を開発しており、厚さが非常に薄く、C O 2 の透過性が

非常に高いことが特徴である。これまでの C O 2 の透過性能を大幅に凌駕する、 3 0 倍

の分離膜を開発中である。  

その分離膜と化学的、あるいは熱化学的に変換する装置を組み合わせて、C O 2 から

炭素燃料、メタンに一気通貫で変換するシステムの研究開発を進めている。この小型

かつ分散配置可能な D A C は D A C－U（D i r e c t  A i r  C a p t u r e  a n d  U t i l i z a t i o n ）と名

付けられている。  

スケジュールとしては、 2 0 2 4 年 1 月頃に試験機が完成し、それを 2 0 2 5 年の万博開

催に向けて改良して、設置する計画である。  

将来的なイメージとしては、この装置により、分離膜で濃縮した C O 2 をそのままダ

イレクトに変換する小型システムを開発し、街中に小型分散配置し、街中で C O 2 を必

要な分だけ回収し、回収した C O 2 をその場で活用するという炭素次元の地産地消を目

指している。  

万博会場においては、実証機を連続運転し、各種データを取る。小型分散で実施す

る取組は、世界ではあまりない試みであり、また、一般社会に非常に密接に関わって

くる装置になるものと考えている。万博会場では、こうした装置が社会実装されたと

きの未来社会のデザインについて、何らかの方法で展示していきたいと考えている。  
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1 . 2  バーチャル万博  

1 . 2 . 1  博覧会協会の検討状況  

万博会期中を中心に、リアルとバーチャル空間の双方で取組を展開することとして

おり、リアル会場における例えば建築で必要なデータ、特に B I M データ等をバーチャ

ル会場（図  1 . 2 . 1 - 1）に反映させることが検討されている。  

バーチャル会場では、会場外からアバターを操作して会場内を回遊していただき、

バーチャル会場の中での展示や催事の鑑賞、また E C 体験としてバーチャルショップ

での買い物もできる。バーチャル会場の中でのステージ等もあり、デジタル演出等を

使って、通常では出来ないような演出も可能である。  

逆にリアル会場の方では、スマートフォン等を持った来場者が X R 演出による体験

をすることも考えられている。  

 

 

図  1 . 2 . 1 - 1  バーチャル会場  

 

バーチャル会場の位置づけ（図  1 . 2 . 1 - 2）としては、実際の夢洲会場の魅力向上の

ためのメタバース空間とする予定である。スマートシティに代表されるようなデジタ

ルツイン、リアルな都市と空想系のメタバースの連携により、リアルには存在しない

空間といった、両方の利点を取り入れることが考えられている。  

バーチャル会場自体は、リアルなものを再現するが、演出等については通常では考

えられないような空想的なものを採用し、バーチャルとリアルをうまく融合させ、都

市連動型のメタバース空間とする予定である。  

これは、夢洲会場の電子カタログという位置づけであり、来場の促進や、来場後に

バーチャル会場を訪れていただくことで、来場者における予習・復習的な活用も見込

まれている。  



 

 - 31 - 

 

図  1 . 2 . 1 - 2  バーチャル会場の位置づけ  

 

バーチャル万博は、「空飛ぶ夢洲」をコンセプト（図  1 . 2 . 1 - 3）に、バーチャル技術

で魅力と発信力を高める万博を実現しようとするものである。このコンセプトは 3 つ

で構成されており、その 1 つ目が I n c l u s i v e。世界中の方がスマートフォン等で参加

できるバーチャル会場を展開する。 2 つ目が I n t e r a c t i v e。アバターを通じて 3 D C G で

再現された夢洲会場や他者とのコミュニケーションを体験・交流することができる。

3 つ目は、C o - C r e a t i v e。バーチャルパビリオンの中の展示については、博覧会協会

が提供するツールを用いて自由に制作することができる。  

 

図  1 . 2 . 1 - 3  バーチャル万博のコンセプト（特徴）  



 

 - 32 - 

バーチャル万博の実現スキーム（図  1 . 2 . 1 - 4）としては、博覧会協会がバーチャル

会場の運営とパビリオンの外観、コンテンツ制作機能を担当し、出展者のデータをも

とに、パビリオンの外観を制作することとしている。  

 

図  1 . 2 . 1 - 4  バーチャル万博の実施スキーム  

 

コンテンツ（図  1 . 2 . 1 - 5）については、出展者による制作が想定されており、例え

ば、バーチャルのショップや展示、イベント等を行っていくという形が想定され、リ

アル会場とうまくリンクさせることで、イベントであればモーションセンサー等との

連携、展示であれば A R、X R との連携、また、物販であれば博覧会協会で準備する

E C サイトと接続することも可能である。  

 

図  1 . 2 . 1 - 5  バーチャルパビリオン内のコンテンツ例  
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1 . 2 . 2  R I T E における検討状況  

R I T E ネガティブエミッション実証プラントとして、バーチャル万博にも参加を予

定している。バーチャル万博は無料であり、時間・場所を問わず誰でも気軽に見学

（アクセス）できるものと想定されており、特に管理区域という一般来場者の立ち入

りが制限されたエリアにおいては、より多くの方への高い訴求効果が期待できる。  

バーチャル万博の外観は、博覧会協会にて作成されるが、紹介する内容やコンテン

ツについては R I T E にて作成する必要があるため、図  1 . 2 . 2 - 1 のとおり案を検討中で

あり、今後、さらに検討を進めることとしている。  

 

 

図  1 . 2 . 2 - 1  バーチャル万博におけるコンテンツ例  
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第2章  展示・広報の在り方の検討  

広報の在り方に関しては、大阪・関西万博を盛り上げるために協力して行う効果的

な広報について検討すべく、実証プラントエリア以外におけるカーボンニュートラル

技術を展示する企業や万博会場外でカーボンニュートラル技術を情報発信する企業、

また大阪・関西万博に合わせて開催される情報発信イベント等について情報収集する

とともに、博覧会協会等とも意思疎通を図りながら検討を進めた。この検討に際して

は、コンソーシアム参加メンバーの企業・団体などを対象に、カーボンニュートラル

技術等の情報発信に関するアンケートや情報発信、広報連携に関するヒアリングを実

施している。  

 

2 . 1  万博会場内のカーボンニュートラル技術  

コンソーシアムメンバーに加え、カーボンニュートラルに資する技術を万博会場に

て、展示する企業について調査した結果は、以下のとおり。  

グリーン万博に加え、スマートモビリティ万博やフューチャーライフ万博・未来の

都市において、展示が考えられており、計 2 6 社ある。  

C O 2 回収、利用といった直接、C O 2 を扱う技術の他に、水素技術、再エネ（太陽電

池）技術、エネマネなどがある。  
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2 . 1 . 1  スマートモビリティ万博、グリーン万博  

表  2 . 1 . 1 - 1  スマートモビリティ万博における展示  

企業  技術  説明  備考  

岩谷産業  会場アクセス

船  

水素と電気のハイブリッドで航行する水

素燃料電池船にて、海を通じて万博会場

にお越しになる来場者をよりスマート

で、よりクリーンな移動手段を提供。本

万博では本船を「動くパビリオン」と位

置付け、会場までの移動を特別な体験。  

航路は、川船と海船が行き来し水都大阪

構想の重要な拠点となる中之島ゲートか

ら大阪有数の観光スポットの近傍に位置

す る ユ ニ バ ー サ ル シ テ ィ ポ ー ト

（U C P）を経由し、大阪・関西万博会

場となる夢洲をつなぐ運航ルート  

N E D O 助 成 事

業  

関西電力、
O s a k a  

M e t r o、 ダ

イヘン、大

林組  

E V バス、運

行管理システ

ムと一体とな

ったエネルギ

ーマネジメン

トシス  

大勢の万博来場者の移動を、よりスマー

トに、よりクリーンに実現すべく、会場

アクセスバス並びに会場内・外周バスに

ついて、 E V（電気）バス 1 0 0 台を導入

し 、 運 行 管 理 シ ス テ ム （ F M S： F l e e t  

M a n a g e m e n t  S y s t e m）と一体となった

エ ネ ル ギ ー マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム

（ E M S： E n e r g y  M a n a g e m e n t  

S y s t e m）を活用した運行と充電を両立

する技術実証。さらに、自動運転レベル

４での運行や走行中給電などの新技術も

融合させ、世界でも類を見ない大規模な

実証を行う  

N E D O  G I 基金

補助事業  
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表  2 . 1 . 1 - 2  グリーン万博における展示①  

企業・団体  技術  説明  備考  

地球環境産

業技術研究

機構 / R I T E  

D A C  地球温暖化の最大原因とされる大気中の

二酸化炭素を、万博会場内で直接回収す

る。大気中の二酸化炭素を直接回収する

ことにより、二酸化炭素の排出源にかか

わらず、貯留地の近傍で二酸化炭素の回

収が行え、また大気中から回収した二酸

化炭素を地中へ貯留することで、ネガテ

ィブエミッションを達成することが出来

る。※D A C（D i r e c t  A i r  C a p t u r e）；空

気中に存在する低濃度の C O ₂ を分離・

回収する技術。  

N E D O の 委 託

事業  

エア・ウォ

ーター  

C O ₂回収装置  会場内に設置されている熱供給施設で排

出される二酸化炭素を回収し、回収した

二酸化炭素をドライアイスの製造等に利

用する実証事業。一般工場の燃焼排ガス

をはじめとする低純度の二酸化炭素を効

率よく分離回収することで、二酸化炭素

回収・利用の普及を促進。  

回収した C O 2 は、会場内で、冷却用の

ドライアイスとして活用するほか、メタ

ネーションの原料として他社に供給する

予定。  

N E D O  G I 基

金助成事業  

大阪ガス  メタネーショ

ン  

会場内で発生する生ごみ由来のバイオガ

ス中の二酸化炭素や、会場内の D A C C S

や C O ₂ 回収装置で回収した二酸化炭素

と、再エネ由来の水素から、都市ガスの

主成分であるメタンを合成する実証事

業。合成メタンを天然ガスの代替とする

ことで二酸化炭素排出量の削減に貢献す

るとともに、既存インフラをそのまま活

用可能。  

迎賓館厨房やガスコージェネレーション

設備など、会場内の都市ガス消費機器で

利用  

環 境 省 助 成 事

業  

積水化学工

業  

ペロブスカイ

ト太陽電池  

会場内に次世代の太陽電池であるフィル

ム型ペロブスカイト太陽電池を設置し、

当該エリアの照明用の電力として活用す

る実証事業。フィルム型ペロブスカイト

太陽電池は軽量で柔軟という特徴を持

ち、耐荷重の小さい屋根、建物の外壁や

曲面等、従来型の太陽電池の設置が困難

だった場所への設置が可能。  

西ゲート交通ターミナルのバスシェルタ

ーに設置され、当該箇所の夜間 L E D 照

明用の電力として活用される予定。  

N E D O  G I 基

金助成事業  



 

 - 38 - 

表  2 . 1 . 1 - 3  グリーン万博における展示②  

企業・団体  技術  説明  備考  

きんでん  エネルギーマ

ネジメントシ

ステム  

万博会場内の各パビリオン等施設におい

て、会場内の温湿度、人流及び各種セン

サから得られるデータを用い、A I を活

用して空調等を高度に制御することで、

快適性と省エネルギー性を両立したエネ

ルギーマネジメントを行う実証事業。得

られた快適性評価値を可視化して提供す

ることにより、来場者満足度を向上  

－  

N T T アノ

ードエナジ

ー・パナソ

ニック  

水素サプライ

チェーンモデ

ル  

N T T パビリオンではオンサイトで再生

可能エネルギー由来の「グリーン水素」

を生成し【つくる・ためる】、地中通信

用管路を活用したパイプライン輸送によ

りパナソニックグループパビリオンへ供

給【はこぶ】。そして、両パビリオンで

このグリーン水素を基に純水素型燃料電

池で発電した電力を利用【つかう】。  

－  

黒田緑化事

業団  

静けさの森

（樹木提供）  

世界各国の最新技術・文化伝統が集結

し、世界中の人の期待感と賑わいにあふ

れる万博会場とは対照的な「静けさの

森」を、会場の中心となる部分に計画。

「静けさの森」のコンセプトに共鳴いた

だいた、大阪府下で緑化事業を行ってい

る公益財団法人黒田緑化事業団に「静け

さの森」のシンボルとなるような樹木の

選定、会場への植樹。  

－  

 

2 . 1 . 2  フューチャーライフ万博・未来の都市  

サイバーフィールドとフィジカルフィールドが相互に連携し融合した展示を通じて、

来場者にさまざまな問いを投げかけ、未来の都市像をともに考えていただく機会を提

供。また、企業・組織や業界の垣根を超えて、さまざまな知見やアイデアを掛け合わ

せて生まれた、未来の都市につながるデジタルイノベーションや新たな価値を実証す

る。  

リアル会場に加え、K D D I が提供するバーチャル会場と併せて、リアルとバーチャ

ルが高度に融合した 2 0 3 0 年の未来の都市像を実現する計画である。  
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表  2 . 1 . 2 - 1  フューチャーライフ万博・未来の都市における展示  
 

個別展示テーマ  担当企業・団体  

１  
S o c i e t y 5 . 0 と  

未来の都市  
日立製作所、K D D I  

２  食と農  クボタ  

３  環境・エネルギー  

日本特殊陶業 (循環型社会への貢献 )、日立造船 (様々な

イノベーション体験 )、ＩＨＩ (カーボンニュートラル

の実現 )  

４  交通・モビリティ  

川崎重工業 (水素エネ、サステナブルモビリティの展

示 )、商船三井 (水素エネ、ウィンドハンター P J )、関西

電力送配電 (スマートポール )  

５  
ものづくり・まち

づくり  

神戸製鋼所、青木あすなろ建設及び小松製作所、C P コ

ンクリートコンソーシアム  

 

2 . 2  関係団体の取組  

2 . 2 . 1  関西文化学術研究都市推進機構（けいはな学研都市）  

けいはんな学研都市は、大阪・関西万博の誘致の段階から協力しており、開催決定

後は、万博のテーマとけいはんな学研都市の理念との親和性が高いことから、けいは

んなでも関連する事業を実施しようという運びになり、けいはんな万博の開催が決定

された。  

昨年 5 月に全体構想を取りまとめ、本年 6 月に基本計画を策定し、この基本計画を

もとに、様々な事業を進めていくこととしている。  

開催の趣旨には 2 つの意味があり、 1 つ目は、けいはんな学研都市の総力を挙げて

というフレーズであり、けいはんな学研都市開設から 3 0 年以上経つ中、なかなか立

地機関の横の連携が少ない実態もあり、この機会に学研都市の総力を結集したいとい

う考えである。  

2 つ目は、R I T E をはじめ、様々な研究機関や大学、企業が立地されており、その総

力を挙げれば、国内外へ良い影響を与えることができ、健康で平和で豊かな未来の実

現に寄与できるというものである。  

テーマは、「未来社会への貢献  ～次世代への解～」としており、基本方針として

は、立地機関等が一体となった叡知の結集、研究開発力や歴史文化資源の活用、また、

国内外の方との交流や住民の参加を取組の柱とし、学生、子供世代にとっても期待感

のあるコンテンツにしていきたいと考えている。  

開催時期は、大阪・関西万博と同様に 2 0 2 5 年 4 月から 1 0 月を考えており、 4 つの

フェスティバルを設定し、それぞれ 4 日から 1 週間程度のイベントを実施予定である。  
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図  2 . 2 . 1 - 1  けいはんな万博の開催主旨、開催概要  

 

その 4 つのフェスティバルは、図  2 . 2 . 1 - 2 のとおりであり、ロボット・アバター・

I C T は、ロボット・アバターを使って新しい未来の実現に向けた取組である。  

ウェルビーイングでは、食、健康、環境をキーワードと考えており、環境問題も、

この中で取り上げられる。  

スタートアップでは、業種や中身は問わず、スタートアップエコシステムの構築を

標榜している。  

サイエンス＆アートは、サイエンスを使って文化を改めて見直し、それを発信する

取組である。  
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図  2 . 2 . 1 - 2  けいはんな万博の構成  

 

特に、ウェルビーイングについては、よりよく生きるために農業の視点からの食、

食につながる健康、そして自然破壊や地球温暖化など様々な環境問題もテーマであり、

最新の知見、技術を使ってウェルビーイングな未来の実現を目指している。R I T E に

おいては、けいはんな万博の開催趣旨に賛同し、このウェルビーイングの部会に参画

しており、関西文化学術研究都市推進機構と連携し、万博会場外におけるカーボンニ

ュートラル技術を発信する場としていきたいと考えている。  
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図  2 . 2 . 1 - 3  ウェルビーイング  

 

2 0 2 6 年以降も継続する長期的な取組として、オープンラボ／テックツアーを計画

しており、けいはんな学研都市に立地する研究所におけるオープンラボの取組を想定

している。  

令和 5 年 1 0 月に開催した京都スマートシティエキスポ 2 0 2 3 にて、 4 社ほどのメー

カーにおいてオープンラボを試験的に実施したところであり、こうした取組を広げ、

いくつかの拠点を設けることで、その拠点をツアーのように回っていき、そして歴史

文化資源とを合わせることで、 1 つの観光ツールにもなっていくことを考えている。  

 



 

 - 43 - 

 

図  2 . 2 . 1 - 4  オープンラボ／テックツアー  

 

会場・交通について、大阪・関西万博では空飛ぶ車がクローズアップされているが、

けいはんな学研都市においても、デモフライトなどを掲げている。ユニークなところ

では、けいはんな学研都市に位置する「木津」は、古代から資材が運搬された地域で

あり、可能であれば夢洲の会場から船に乗って木津まで来場者を移送できないかとの

考えがある。  

広域的な連携という点では、夢洲から地下鉄で学研奈良登美ヶ丘まで、そこからバ

スに乗り継いで約 1 時間あまりでけいはんな学研都市まで来ることができるので、そ

の間にある東大阪などとも連携を取りながら進めていきたいとの考えである。  
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図  2 . 2 . 1 - 5  会場・交通について  

 

2 . 2 . 2  関西経済連合会  

関西経済連合会のカーボンニュートラルへの取組として、特に水素エネルギーに関

する取組を万博に向けて数年来、実施している。万博開催が決定した以降は、万博会

場での水素利活用に向けて、制約となるような規制緩和の要望や財政支援の要望等を、

政府に行っている。  

昨年の中頃から、より具体的に万博で見せていく技術を要望しているところであり、

民間企業による水素の燃料電池船について、海上観光の活用に生かそうというような

視点で、万博のアクションプランへ反映された（図  2 . 2 . 2 - 1）。  

これに関連した取組としては、けいはんな万博やテーマウィーク等の中で関西が持

つ技術を最大限にアピールする取組を行っている。  

 



 

 - 45 - 

 

図  2 . 2 . 2 - 1  万博に向けた水素エネルギー関連の取組み①  

 

水素に関しては、毎年、経済産業省の水素閣僚会議が世界の要人を集めて開催して

おり、万博会場においても、こういった会議の開催について要望している。  

テーマウィーク企画については、令和 5 年 6 月に発表されたとおり、水素もワード

としてピックアップされており、民間企業による水素バリューチェーン推進協議会等

とも情報交換し、会場内のイベント等で何を実施するのかという情報交換を行ってい

る（図  2 . 2 . 2 - 2）。  
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図  2 . 2 . 2 - 2  万博に向けた水素エネルギー関連の取組み②  

 

令和 5 年 4 月以降の主な取組として、令和 4 年から要望している水素の燃料電池に

ついては、水素閣僚会議等で海外の方に乗船いただけるような形で P R すべく、政府

へイベントを開催するに当たっての財政支援等を要望している（図  2 . 2 . 2 - 3）。  
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図  2 . 2 . 2 - 3  今年度の主な動き  

 

また、関西地域には、非常に多くの水素関連技術を持った企業が集積していること

から、会場内に限らず会場外のサイトへの訪問に向けて、各企業へヒアリングを実施

している。  

博覧会協会においてもこうした箇所をポータルサイト等に登録し、主にビジネス関

係の来場者が対象になると想定されるが、そうした来場者の訪問や、また、行政に対

しては、観光の１つとして、このようなサイトをテックツアーに組み込んでもらえな

いか、というような打診を行っている（図  2 . 2 . 2 - 4）。  
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図  2 . 2 . 2 - 4  関西エリアの水素関連設備や技術実証サイトについて  

 

2 . 2 . 3  大阪府・市  

大阪府・大阪市では、万博推進局を共同設置の上「大阪・関西万博の成功に向けた

機運醸成アクションプラン」を策定し、官民一体となって府内外に向けて以下の情報

発信や機運醸成の取組を進めている。  

・ S N S（T w i t t e r (Ｘ )及び I n s t a g r a m (インスタグラム )  

・イベントでの P R。さらに、今年度は全国への発信強化として、節目でのイベン

トの実施、行政ネットワークを活用した取組を実施  

 

 

図  2 . 2 . 3 - 1  鉄道博 2 0 2 4（ 1 / 6～ 8、AT C ギャラリー）  
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図  2 . 2 . 3 - 2  F M 8 0 2  C r a z y   2 0 2 3（ 1 2 / 2 7～ 2 8、インテックス大阪）  

 

若年層への発信強化として、高校生向け教育プログラムの府内・全国の学校への展

開、また海外へも、動画の配信等を活用し効果的な P R を実施。  

民間事業者向けとしては、 2 0 2 5 大阪・関西万博マスターライセンスオフィスやメ

ッセージ付きロゴマークなどを博覧会協会と連携して行っている。  

 

2 . 2 . 4  京都府  

大阪・関西万博に京都はどのように向き合い、何を未来に残していくべきかをまと

めた「大阪・関西万博きょうと基本構想」に基づき、「大阪・関西万博きょうとアク

ションプラン」を策定。  

さらに、企業や団体による大阪・関西万博を契機とした取組を認証し、活動を応援

するとともに、認証した取組を広く発信することで、様々な取組をさらに創出するた

め、「大阪・関西万博きょうと推進委員会認証制度」を創設。  

＜認証要件＞  

•  「大阪・関西万博きょうと基本構想」の趣旨に合致する取組であること。  

•  「文化・環境」「産業」「観光」の分野で、「地域」の特性を生かした下記の取組  

1 .京都府内における大阪・関西万博の機運醸成の取組  

2 .万博期間中の万博会場から京都府内各地への誘客など、京都府内の活性化

のいずれかを目的とした取組であること  

•  大阪・関西万博を契機とした新たな取組であること。  

認証例としては、万博の機運醸成の取組や万博会場から京都府内各地への誘客など、

京都府内の活性化を目的とした取組が挙げられる。  

 

＜大阪・関西万博 5 0 0 日前機運醸成イベント＞「M E E T S  # E X P O  K Y O T O」を開催

（ 1 2 / 1、京都市みやこめっせ）  

•  基本構想の各分野に関するトークセッション  

•  大阪・関西万博きょうと推進委員会認証ロゴマーク発表  

•  関西パビリオン京都ブース概要発表    など  
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＜今後の取組＞  

•  関西パビリオン京都ブース  

    ・基本構想に定める「文化・環境」「産業」「観光」「地域」をテー  

     マにした企画を一定期間ごとに展開  

    ・展示のほか、実演や交流イベントを実施  

    ・府域のイベントと連携した企画により、京都への誘客を促す  

•  E X P O  K Y O T O  M e e t i n g（自治体催事）  

    「いのち」や「文化・環境」「産業」「観光」「地域」の分野で、世  

    界各地から人材を集め、これからの世界のあり方についてのカン  

    ファレンスを行う。  

 

2 . 2 . 5  兵庫県  

「 2 0 2 5 年大阪・関西万博に向けた兵庫のアクションプラン」を策定し、様々な施

策を実施している。  

「ひょうごフィールドパビリオン」として、地域の「 S D G s を体現する活動の現場

そのもの (フィールド )」を地域の人々が主体となって発信し、多くの人を誘い、見て、

学び、体験していただく「ひょうごフィールドパビリオン」  を展開している。  

 

 

図  2 . 2 . 5 - 1  ひょうごフィールドパビリオン概要  

 

また、関西パビリオン「兵庫県ゾーン」と県内拠点である兵庫県立美術館において、

ひょうごフィールドパビリオンをはじめ、歴史・文化などの多彩な魅力を展示・発信

し、県内への誘客を促進している。  

「兵庫県版テーマウィーク」と題し、独自のテーマウィークを設定し、県や企業、

フィールドパビリオンプログラム提供者が万博会場や兵庫県立美術館等県内各会場に

おいて、テーマに応じた P R 事業を複層的に展開する。  

機運醸成イベントとしては、万博開催に向けた機運を盛り上げるため、万博開催

5 0 0 日前などの節目にひょうごフィールドパビリオンの展開をはじめとした兵庫の取

組など万博を身近に感じてもらえるためのイベントを開催している。  
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2 . 3  情報発信、P R 手法  

情報発信、 P R 手法について調査したところ、主に以下のものが挙げられる。  

これら手法については、いずれも一般的な内容であり、コンソーシアムメンバー同

士、また会場内でのカーボンニュートラル技術展示の企業などの情報発信・ P R にお

いて、連携できる可能性も考えられる。特にオンラインであれば、可能性が高いもの

と推察される。  

例えば、カーボンニュートラルやカーボンリサイクルにおいて、自社の技術に加え、

上流もしくは下流に位置する技術を紹介しあうなどである。  

また、これらとは別に博覧会協会や関係団体においても、情報発信や機運醸成の観

点からの施策が検討されているため、これらを積極的に活用する方法もある。  

 

表  2 . 2 . 5 - 1 一般的な情報発信、P R 手法  

情報発信、 P R 手法  具体的な内容  

オンライン  

ホームページ  
バーチャル万博、プレスリリース、ニュースサイト

への掲載  など  

動画  P R 動画をホームページ内に掲載  など  

S N S  Yo u T u b e、 F a c e b o o k、 Tw i t t e r、 I n s t a g r a m など  

配信  ブログ、メルマガ、 L I N E 公式アカウント  など  

We b 広告  
検索連動型広告 (リスティング広告 )、ディスプレイ

広告、ネイティブ広告  など  

オフライン  印刷物 ,イベント , D M  など  

プル型（赤字）  ：ユーザーに自社の情報発信を見つけてもらう形  

プッシュ型（青字）：ユーザーに情報をこちらから送る形  

 

2 . 4  情報発信・P R のスケジュール、ポイント  

2 . 4 . 1  情報発信・P R のスケジュール  

展示・広報の連携にあたり、催事における一般的な情報発信・ P R の流れ、スケジ

ュールについて、専門知識を有する乃村工藝社へ聞き取りを行った。結果は、以下の

とおり。  

 

■計画段階（パビリオン概要が発表できるタイミングの 3 ヶ月前）  

施設内容を精査し、広報コンセプトの設計を開始する。広報コンセプトとしては、

伝えたいことを整理し、キャッチコピー、メインビジュアルなどに落とし込む。  

 

■記者発表（パビリオン概要が発表できるタイミング）  

背景、施設概要（イメージパース）、出展の狙いなどを記載したリリースを配信す

る。記事に取り上げてもらうために取材メディア側視点を P R 会社よりアドバイス。  
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手法としては、メディアへのリリース資料の提供、提供後に個別メディアへ掲載依

頼（ P R 会社より直接アプローチ）などで、効果としては、新聞、雑誌、We b メディ

アでの記事掲載などが挙げられる。  

 

■記者発表～開業前（他のパビリオンと重ならない日程で）  

メディア向け内覧会などを実施する。手法としては、メディアへの内覧会の案内、

案内後に個別メディアへ掲載依頼（ P R 会社より直接アプローチ）。内覧会後のフォロ

ー。  

効果としては、テレビ、新聞、We b メディア、海外メディアでの記事掲載、番組放

送などが挙げられる。  

 

■開業前～開業中  

広報コンセプトの露出のための広告等を行う。手法としては、パビリオンの狙いに

あわせた広告企画などをメディア（テレビ、新聞、雑誌、We b メディア）に働きかけ、

タイアップ広告（広告協力費を支払ったうえで記事や番組のようにメディアに露出し

てもらう）を摸索。取材記事番組とは異なり、こちらの伝えたいことを露出できる。  

効果としては、テレビ特番、新聞・雑誌・We b メディアでの特集などが挙げられる。  

 

■開業前～開業中  

コンセプトブックの制作、We b の構築を行う。効果としては、学校など教育現場で

の啓発資料としての活用などが考えられる。  

 

■開業中（記者発表）  

メディアへのリリース資料の提供、提供後に個別メディアへ掲載依頼（ P R 会社よ

り直接アプローチ）する。発表内容案としては、海外賓客の来場、来場者アンケート

（意識調査）の発表、期間中イベントのお知らせなど。  

＜イベント例＞  

・“未来の森をつくる”記念植樹  

・カーボンニュートラル  多業種サミット（ R I T E×農林業、漁業）  

・未来のカーボンニュートラル  こども絵画展  

 

■開業中～開業後（継続事業）  

内容としては、カーボンニュートラル×D A C メディア啓発キャンペーンなど。手法

としては、R I T E が中心となり民間企業有志を募り、メディア（新聞、We b メディア）

で啓発キャンペーンを実施し、D A C の更なる理解促進と実導入に向けて、繰り返し情

報提供を行う。  
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2 . 4 . 2  展示・広報の連携における具体的施策やポイント  

次に、複数団体が展示・広報について連携する際の具体的施策やポイントについて、

専門知識を有する乃村工藝社へ聞き取りを行った。結果は、以下のとおり。  

 

( 1 )  ポイント  

•  連携している複数の団体が同じ目的で連携していることがわかること  

•  環境問題のエンドユーザーの身近な企業や団体も巻き込むことで自分事に近づ

くこと  

共通のキャッチコピーやビジュアルなどを連携した団体が活用し広報展開を実施す

ることで、一体感を P R 及び多くの期待感を生み出す。  

巻き込む順番とタイミングに合わせた展開が重要である。  

a．全体像の発信  

b．具体的な内容の内覧や発表  

c．エンドユーザーが直接関わる、巻き込み型展開  

 

①  全体像の発信  

共通のキャッチコピーやビジュアルの決定及び特設サイトを立ち上げにより、連携

した団体と共同での記者発表でコンセプトや今後の展開を発信する。 S D G s やエシカ

ル、w e l l b e i n g などに関心のあるメディアと連携する。  

【ターゲット】モノの本質、 S D G s などに関心のある層  

【狙う効果】ある技術のより連携した団体が目指すビジョンを含め、掲載記事の連

載などを通じて取組の価値を認知拡大  

連携した団体の H P にバナー配置する。  

【狙う効果】各団体に関心のある層への訴求で取組を通じての期待感を生み出す。  

 

②  具体的な内容の内覧、発表  

記者発表及びプレスリリースに加え、特設サイトやメディア連携により発信する。

メディアへの配信タイミングなどは広報計画で事前調整し、効果的なタイミングでで

きる限り発信する。 S N S は立ち上げだけでなく、アカウント運用も含めて検討する。  

【ターゲット】若者中心  

【狙う効果】若者視点で整理し、必要な情報を計画的に配信。開業中への来場、認

知拡大する。  

 

③  エンドユーザーが直接関わる、巻き込み型展開  

環境保全などの活動に取り組む人のインタビュー記事を掲載する。行政で実施のエ

コ活動に参加する小学生の取り組みなども含む。  

【ターゲット】環境保全などに取組団体や行政  

【狙う効果】現在の取組に加えて、今回の取組が未来の環境保全につながる技術で

あることを認知拡大  
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効果の高いタイミング（ＸＸの日や〇〇月間など）で市民を巻き込み

一斉に取り組むイベント展開する。  

【ターゲット】エンドユーザー（特に関心が低い層）  

【狙う効果】ピンクリボンキャンペーンのように様々な場所で一斉に参加型イベン

トなどで話題性と関心を生み出すメディアの掲載を含め、認知拡大に

つなげる。  

 

2 . 5  広報に係る連携・方策  

情報発信・ P R に関し、コンソーシアムメンバー (企業・団体 )の具体的な情報発信の

手法一覧は図  2 . 4 . 2 - 1 のとおり。  

今後、これらの情報を元に、コンソーシアムメンバーにて、具体的に連携できる部

分の調整につなげることが考えられる。  

 

参加メンバーを対象にアンケート調査を行った結果、情報発信を考えている参加メ

ンバーは多く、それは万博会場内にとどまらず、会場外でも行いたい、また来場者を

誘導したいとの考えのメンバーもいる。また、ヒアリングの結果、各企業・団体とも

具体的な取組の検討を進めている段階であることから、広報に係る連携について、未

だ検討の余地があるものと推察される。  

情報発信の手法としては、ホームページや印刷物等の回答が多かったものの、 S N S

を考えられている企業・団体もあり、主にこういった手法での連携が考えられる。ま

た、万博会場内でどういったカーボンニュートラル技術が紹介されようとしているの

か、調査した結果、参加メンバーによるもの以外にも、グリーン万博、フューチャー

ライフ万博・未来の都市でも多数の企業が展示・ P R を計画している。  

今後、コンソーシアムにて得られた情報を元に、参加メンバー同士や、グリーン万

博、フューチャーライフ万博・未来の都市にて展示・ P R を計画している企業などと、

個別に調整を図り、連携を進める。  
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図  2 . 4 . 2 - 1  情報発信手法の一覧  
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第3章  展示施設への集客に関する検討  

ガイダンス施設への来場者の移送手段としては、 E V バスによる送迎を想定してお

り、万博会場の中央部を出発地点として、ピストン輸送を計画している。また、大阪

ガス及びエア・ウォーターの実証エリアへの来場者に関しては、基本的にはその移送、

集客は当該各社が個別に対応する方針としている。  

本年度は来場者の集客の一環として、R I T E 独自の事前予約システムについても検

討を行った。  

 

3 . 1  E V バスによる来場者の移送  

事前予約を行った来場者（事前予約者）を、会場中央部から R I T E 実証プラントエ

リアに移送するにあたり、以下の検討課題が考えられる。  

・R I T E 実証プラントへ送迎する E V バス（R I T E バス）の会場中央部における一時

停車場所（乗降車場所）の確保  

・会場中央部における事前予約者の集合場所の確保  

・事前予約者の予約の確認、乗車誘導  

・R I T E バス乗車中の情報発信  

 

会場中央部からの R I T E バスによる送迎については、博覧会協会と調整の上、会場

外周トラムの運行事業者である大阪市高速電気軌道株式会社（大阪メトロ）に委託す

る計画である。  

会期中、事前予約者など、最大約 2 0 , 0 0 0 人程度を移送する計画を前提として調整

を進めており、車種は小型 E V バス（全長 7 m 程度、定員 2 0 名※ドライバー、添乗員

等除く）で、外周トラムの E V バスと同一車種を想定している。  

R I T E バスの乗降車場所については、博覧会協会・大阪メトロとの協議にて、日本

館付近の東公園（仮称）を候補としている（図  2 . 4 . 2 - 1）。理由としては、東公園（仮

称）には外周トラム（東回り）、内周バス（西回り）の両方のバス停が設置されるた

め、R I T E 実証エリアを見学した見学者を下ろした後、実証エリアへの見学者を乗せ

る、という効率的な R I T E バスの運用が可能になるためである。図  2 . 4 . 2 - 2、図  

2 . 4 . 2 - 3 に R I T E バスの想定経路を示す。  

東公園（仮称）内のどの場所で R I T E バスへ乗降するかについて、外周トラムのバ

ス停を活用したいと考えるものの、外周トラムの E V バスは 2～ 5 分間隔での運行が計

画されており、この運行間隔に R I T E バスを含めることが出来るかどうか、今後、大

阪メトロと協議していくこととしている。  
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図  2 . 4 . 2 - 1  会場中央部の R I T E バス乗降車場所（東公園）  

 

 

図  2 . 4 . 2 - 2  R I T E バスの運行経路案（往路）  
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図  2 . 4 . 2 - 3  R I T E バスの運行経路案（復路）  

東公園（仮称）における事前予約者の集合場所について、博覧会協会・大阪メトロ

との協議により、外周トラムのバス停付近に候補の 2 か所が挙げられている。その内

1 か所は、夜間に作業用通路として使用されるため、集合場所としての使用は難しい

と考えられる。もう 1 か所は付近に売店があり、こちらの場所をベースに、博覧会協

会・大阪メトロと協議を進める予定である。  

また、R I T E バスへ乗車する来場者がきちんと事前予約を行っているかの確認方法、

東公園内の集合場所から乗車場所への誘導方法などについて、検討を進める。  

 

3 . 1 . 1  R I T E バス（小型 E V バス）  

万博会場で使用する E V バスについて、大阪メトロより情報収集を行った。  

・乗降位置  後方扉より乗車、前方扉より降車（車椅子は前方より乗降）  

・乗車定員  2 6 名（ドライバー等含む）  

・客席数   1 3 席（車椅子 1 台乗車の場合、 2 席専有のため 1 1 席）  

・広告･表示  車内上部広告枠：紙 6 . 5 枚分（ 1 0 3 c m  × 3 7 c m）× 6 枚  

                      （ 5 2 c m× 3 7 c m）× 1 枚  

    車内先頭部   ：行先表示等の液晶画面  

               ※表示内容については、別途協議が必要。  

         運転席背面部  ：デジタルサイネージ（ 7 6 c m  × 4 5  c m）  

               ※静止画・動画の表示可能。  
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・外  観  万博デザインが全面に施され、ガラス面が多いため、バスのラッ

ピングは難しい。  

        

  

図  3 . 1 . 1 - 1  小型 E V バス外観（車両前後面）  

 

 

 

図  3 . 1 . 1 - 2  小型 E V バス外観（車両側面）  
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図  3 . 1 . 1 - 3  小型 E V バス内部、デジタルサイネージ  

 

R I T E 実証プラント行きのバスであることの明示が、ラッピングなど外観上の区分

では難しいため、外周トラムとどう区別するか、検討が必要である。  

また、小型 E V バスにはデジタルサイネージや広告掲示スペースも設けられている

ことから、これらを活用してどういった情報発信を行うかについても検討を行う。  

 

3 . 2  事前予約システム  

R I T E 実証プラントへの来場者は事前予約が必要となる。事前予約システムは、博

覧会協会も協会ホームページ上で、予約を行えるよう、システムを構築する計画であ

るが、パビリオンの事前予約は 3 箇所のみとされていることから、 R I T E 実証プラン

トへの予約の機会がかなり減ることが懸念される。  

そのため、R I T E 独自の事前予約システムを構築する計画としており、試作段階で

はあるものの、その画面を図  3 . 1 . 1 - 1 に示す。  
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図  3 . 1 . 1 - 1  R I T E 事前予約システム画面（試作段階）  

 

博覧会協会の事前予約システムでは、入場チケットを持っている者のみが予約でき

るものであるが、R I T E ではそういったチケット情報を有していないため、どの様に

チェックするか、どこまでの個人情報を取得するか、今後、検討を行う。  

また、現状、車いすの方の受入は 1 名のみ対応可能であることから、事前予約にて

重複した際の対応や、外国人への対応についても検討を行っていく。  

なお、試験的に本システムを、 2 0 2 3 年度第 2 回総会の出欠確認に用いたところ、運

用上、特段の問題は生じなかった。引き続き、上述した課題検討を進める。   
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第4章  カーボンニュートラル技術に係るアンケート、ヒア

リング調査  

カーボンニュートラル技術を有する参加メンバーが、連携した情報発信、広報活動

について検討するため、万博開催に合わせたカーボンニュートラル技術の情報発信に

ついてのアンケート調査にて考えを聴取し、さらに具体的な情報発信の方法や広報の

連携に関する考えを把握すべくヒアリングを実施した。  

 

4 . 1  アンケート調査  

4 . 1 . 1  アンケート調査概要  

( 1 )  調査目的  

コンソーシアム参加メンバーは、万博の開催に合わせて、カーボンニュートラル技

術の情報発信を考えていることが想定され、参加メンバー同士や、会場内外における

カーボンニュートラル技術の紹介、企業・団体と連携した情報発信、広報活動につい

て模索すべく、アンケート調査を実施した。  

 

( 2 )  調査方法  

R I T E にて図  4 . 1 . 1 - 1～図  4 . 1 . 1 - 3 に示すアンケート調査票を作成し、コンソーシ

アム参加メンバーへ配布（メールによる送付）し、回答いただくこととした。  

調査時期は 2 0 2 3 年 5 月 2 3 日（火）～ 3 1 日（水）の 9 日間とし、実施した。  

 

( 3 )  調査対象  

コンソーシアム参加メンバーの 1 8 企業・団体とした。調査対象の企業・団体一覧

を表  4 . 1 . 1 - 1 に示す。  

 

( 4 )  調査内容  

主な調査内容を以下に示す。  

・カーボンニュートラル技術の情報発信を行いたいか、どのような情報発信を行い

たいと考えているか  

・具体的にどういった場所で、どういったカーボンニュートラル技術を、またどう

いった方法での情報発信を考えているか  

・万博会場外で情報発信を行う場合、万博会場への来場者を情報発信の場所へ誘導

したい考えはあるか  

その他、合わせて今年度のコンソーシアムにおける検討内容、進め方、 R I T E への

要望などについても確認し、コンソーシアムでの検討に資することとした。  
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表  4 . 1 . 1 - 1  アンケート対象の企業・団体一覧  

 企業・団体  

1  株式会社  I H I  

2  岩谷産業  株式会社  

3  応用地質  株式会社  

4  大阪ガス  株式会社  

5  鹿島建設  株式会社  

6  関西電力  株式会社  

7  G l o b a l  C C S  I n s t i t u t e  

8  株式会社  スプレッド  

9  大成建設  株式会社  

1 0  太平洋セメント  株式会社  

1 1  デンカ  株式会社  

1 2  株式会社  トクヤマ  

1 3  二酸化炭素地中貯留技術研究組合  

1 4  三菱重工業  株式会社  

1 5  公益社団法人  関西経済連合会  

1 6  独立行政法人  製品評価技術基盤機構 ( N I T E )  

1 7  大阪府環境農林水産部  脱炭素・エネルギー政策課  

1 8  大阪市環境局  環境施策部環境施策課  
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図  4 . 1 . 1 - 1  カーボンリサイクル技術等の情報発信に関するアンケート調査票  

（１／３）  
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図  4 . 1 . 1 - 2  カーボンリサイクル技術等の情報発信に関するアンケート調査票  

（２／３）  
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図  4 . 1 . 1 - 3  カーボンリサイクル技術等の情報発信に関するアンケート調査票  

（３／３）  
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4 . 1 . 2  アンケート調査結果  

( 1 )  万博における情報発信  

万博開催に合わせ、カーボンニュートラル技術の情報発信を行いたいと考えている

かどうかの設問に対する回答結果を図  4 . 1 . 2 - 1 に示す。  

結果、 9 企業がカーボンニュートラル技術の情報発信を考えているとの回答であっ

た。また、特に行う予定はない、との回答は、主に団体、行政であり、業界として、

また行政全体としては、何らかの情報発信が行われるものと推察される。  

なお、情報発信には、展示物による P R だけでなく、映像のみでの P R なども含むも

のとした。  

 

 

図  4 . 1 . 2 - 1  カーボンニュートラル技術の情報発信に関する回答  

 

( 2 )  情報発信の形態  

万博における情報発信に関して、カーボンニュートラル技術を情報発信したいと回

答した企業・団体において、どのような情報発信を行いたいと考えているかの設問に

対する回答結果を図  4 . 1 . 2 - 2 に示す。  

結果、万博会場内外で情報発信を行いたいと考えている企業・団体が多く、その他

自由記述欄には、実証プラントエリアでの情報発信や、万博での情報発信のサポート

をしたいなどの回答もあった。  

 

0 2 4 6 8 10

ⅱ特に行う予定はない

ⅰ行いたい
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図  4 . 1 . 2 - 2  情報発信の形態  

 

 

 

表  4 . 1 . 2 - 1 その他回答における記載内容  

 記載内容  

Ｄ  会場内のメタネーション実証に関する情報発信を行いたいと考えている  

Ｅ  現在、検討・調整中  

Ｇ  
会場内での展示は考えていないが、私共のネットワークにて本万博に関する

P R のサポートをさせていただけるかと考えている  

Ｊ  
実施プラントエリア（管理区域）での展示に加え、本展示の実績について、弊

社ホームページなどで個別にアピールできればと考えている  

 

( 3 )  具体的な情報発信の内容  

考えている情報発信について、具体的にどういった場所で、どういったカーボンニ

ュートラル技術を、またどういった方法（実物、模型などでの P R や、映像のみ、ま

たは w e b 上でのみの P R など）を考えているかの設問に対する回答結果を表  4 . 1 . 2 - 2

に示す。  

結果、一部、検討中との回答があったが、多くの企業では、場所、技術、方法につ

いて考えを持っており、実機の展示以外にも、多くの企業、また行政ではホームペー

ジ等、オンラインでの情報発信を考えている。  

0 1 2 3 4 5 6

ⅳその他

ⅲ会場内、会場外の両方で情報発信を行いたい

ⅱ万博会場外での情報発信を行いたい

ⅰFLP、FLEなど万博会場内での情報発信を行いたい
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表  4 . 1 . 2 - 2  具体的な情報発信の内容  

 場所  
カーボンニュートラル技

術  
方法  

Ｂ  会場外（夢洲への航路）  水素に関するモビリティ  
水素燃料電池船の開発・
運航  

Ｄ  実証エリア  
微生物と触媒によるメタ
ネーション技術  

実機見学を予定している  

Ｅ  現在、検討・調整中  
製造過程における C O 2

排出量をゼロ以下にでき
るコンクリート技術  

映像、パネル、サンプル
展示等  

Ｆ  

・当社は、ゼロカーボン社会実現に向けて、サプライサイドとデマンドサイドの
ゼロカーボン化が大事だと思っている  

・サプライサイドとしては、水素発電の実証を進めており、何等かの方法でその
技術を訴求したいと考えている  

・デマンドサイドとしては、ゼロカーボンの電気が会場に届くという前提の元、
その電気を効率的に活用することでＣＮを達成する技術として、走行中給電を
含めた E M S 実証を進めており、その技術を訴求したいと考えている  

・場所、方法については今後検討を進めていく予定  

Ｇ  メーリングリスト、ホームページ等でのプロモーションを考えている  

Ｉ  

・会場施設や整備に利用で
きる可能性があれば技術
適用  

・会場内やオンラインでの
情報提供  

コンクリートや木質構造
などの材料系  

・会場内での材料利用、
システム設置  

・技術説明資料提供（会
場内やオンラインでの
説明）  

Ｊ  
実施プラントエリア（管理
区域）  

C O 2 吸収型のセメント・
コンクリート技術  

・見学通路へのブロック
敷設を想定して考えて
いる。  

・本展示の実績につい
て、弊社ホームページ
などで個別にアピール
できればと考えている  

Ｑ  
バーチャル万博、テーマウ
ィークでの動画の放映等を
検討  

環境・エネルギー先進技
術が普及した未来社会の
姿  

万博を契機とした環境・
エネルギー先進技術普及
事業（万博発信コンテン
ツ作成）において、事業
者による環境・エネルギ
ー先進技術の研究・開発
意欲の促進を目的とし
て、カーボンニュートラ
ルやプラスチックごみゼ
ロの実現に資する先進技
術が普及した未来社会の
姿を、万博会場内外で効
果的に発信する動画等の
コンテンツの作成を予定
している  
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( 4 )  情報発信に係るスケジュール  

考えている情報発信に関して、現在の検討状況、スケジュールについての設問に対

する回答結果を表  4 . 1 . 2 - 3 に示す。  

アンケート調査の実施時は、万博開幕の約 2 年前であるが、現時点では具体的なス

ケジュールに至っていないものの、企業・団体とも検討を進めている状況であった。  

 

 表  4 . 1 . 2 - 3  情報発信に係るスケジュール  

 現在の検討状況、スケジュールなど  

Ｂ  
N E D O の助成を受けて、現在水素燃料電池船の開発を行っている。

2 4 年までに実証運航を終え、万博期間中は商用運航を目指している  

Ｄ  現在、検討中  

Ｅ  現在、検討中  

Ｆ  具体的な検討は今後進めていく予定  

Ｇ  万博開催前後のタイミングを考えている  

Ｉ  
具体的なスケジュールはないが、 C N 化に資する技術開発の進捗や

展開に合わせ情報発信をしていく方針  

Ｊ   
現状のところ、計画段階であり、今後、実施に際しての検討から進

めたいと考えている  

Ｑ  令和 5 年度に万博発信コンテンツ作成（動画等）予定  

 

( 5 )  万博会場外への来場者の誘導  

万博会場外で情報発信を行うと回答した企業・団体に対し、万博の来場者を誘導す

る考えはあるかの設問に対する回答結果を図  4 . 1 . 2 - 3 に示す。  

半数の企業が会場外へ来場者を誘導したいとの回答結果であり、また、どのように

誘導を考えているかの設問に対して、その内 1 社は、会場内での展示は考えていない

ものの、ホームページ等でのプロモーションにて、来場者の誘導を考えているとの回

答であった。  
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図  4 . 1 . 2 - 3  万博会場外への来場者の誘導  

 

表  4 . 1 . 2 - 4  誘導の考えについて  

 記載内容  

Ｂ  水素燃料電池船への乗船を通じて、水素を身近に感じて頂く  

Ｆ  具体的な検討は今後進めていく予定  

Ｇ  
例えば、開催前に万博において C C S を含んだ C N の展示などの情報発信につい

てプロモーションし、誘導につなげる、というのが一例  

 

( 6 )  今年度の展示広報分科会の進め方  

今回のアンケート調査において、今年度の展示方法分科会の進め方への意見などに

ついても、自由記述にて把握した。各企業・団体からの意見を表  4 . 1 . 2 - 5 に示す。  

 

0 1 2 3 4 5

ⅱ誘導することは考えていない

ⅰ誘導する考えはある
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表  4 . 1 . 2 - 5  今年度の展示方法分科会の進め方に関する意見（企業・団体）  

 意見、要望  R I T E 事務局コメント  

Ｂ  

各企画が具体化する中で、自社の水素燃料電池船

の開発が佳境となっており、そのような中、本プ

ロジェクトに主体的に関わることが難しくなって

きた（また親和性・連携といった点でも弊社とし

ての協力の絵姿が見えない為）  

・引き続き、情報発信の観

点 か ら 、 ご 議 論 をお 願 い

したい  

Ｅ  

グリーン万博における展示主体、費用負担区分、

協賛特典など、具体的なスキームを明示いただき

たい。  

・別途、ご説明済み  

Ｆ  

本取組がよりよい取組になるためにも、万博協会

さまと R I T E さまの足並みがそろって検討を進め

ることが望ましいと思う。そのうえで、弊社も微

力ながら、より良い情報発信となるよう協力をさ

せて頂きたい。  

・協会殿とは連携を密に進

めている  

・引き続き、情報発信の観

点 か ら 、 ご 議 論 をお 願 い

したい  

Ｈ  
カーボンニュートラル技術の使用先としての紹介

であれば、検討させていただきたい。  

・今後、調整させていただ

きます。  

Ｊ  

貴機構の展示計画の具体化に従い、弊社が対応可

能な展示内容について協議・検討させていただけ

ればと考えている。  

・別途、ご説明済み  

Ｏ  
万博のソフト事業検討会で水素に関する要望等を

行っており、引き続き参画させていただきたい。  

・引き続き、情報発信の観

点 か ら 、 ご 議 論 をお 願 い

したい  

Ｑ  
今後も引き続き情報発信や広報において、 R I T E

と共に連携していきたいと考えている。  

・引き続き、情報発信の観

点 か ら 、 ご 議 論 をお 願 い

したい  

 

4 . 2  ヒアリング実施  

4 . 2 . 1  ヒアリング概要  

( 1 )  実施目的  

上述のアンケート調査において、万博の開催に合わせ情報発信を行いたいとの回答

であった参加メンバーその他団体における取組内容の進捗や新たな取組、情報発信の

手法などを明らかにし、連携・協力の在り方を探るため、ヒアリングを実施した。  
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( 2 )  実施方法  

R I T E にて、図  4 . 2 . 1 - 1、図  4 . 2 . 1 - 2 に示すヒアリングシートを作成し、対象とな

るコンソーシアム参加メンバーへ配布（メールによる送付）し、回答いただくことと

した。  

調査時期は 2 0 2 4 年 1 月 1 8 日（木）～ 2 6 日（金）の 9 日間とした。  

 

( 3 )  実施対象  

コンソーシアム参加メンバーの 1 5 企業・団体とした。なお、前回のアンケート時

点では参加メンバーでなかった企業・団体についても対象に含めることとした。ヒア

リング対象の企業・団体一覧を表  4 . 2 . 1 - 1 に示す。  

 

( 4 )  実施内容  

主なヒアリング内容を以下に示す。  

・カーボンニュートラル技術に係る情報発信への取組についての進捗、また新たな

取組をされているか  

・活用される（活用を予定している）情報発信、 P R 手法とは何か  

・他の企業・団体との情報発信についての連携を考えているか  
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表  4 . 2 . 1 - 1  ヒアリング対象の企業・団体一覧  

 企業・団体  

1  エア・ウォーター  株式会社  

2  大阪ガス  株式会社  

3  鹿島建設  株式会社  

4  関西電力  株式会社  

5  大成建設  株式会社  

6  太平洋セメント  株式会社  

7  デンカ  株式会社  

8  前田道路  株式会社  

9  三菱重工業  株式会社  

1 0  G l o b a l  C C S  I n s t i t u t e  

1 1  一般財団法人  地球産業文化研究所 ( G S P R I )  

1 2  大阪府 (環境農林水産部 )  

1 3  京都府 (総合政策環境部 )  

1 4  公益財団法人  関西文化学術研究都市推進機構  

1 5  2 0 2 5 年日本国際博覧会協会  
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図  4 . 2 . 1 - 1  情報発信、広報連携に関するヒアリングシート（１／２）  
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図  4 . 2 . 1 - 2  情報発信、広報連携に関するヒアリングシート（２／２）  



 

 - 79 - 

 

4 . 2 . 2  ヒアリング結果  

( 1 )  カーボンニュートラル技術に係る情報発信への取組  

カーボンニュートラル技術に係る情報発信への取組について、上述のアンケート調

査以降の進捗、また新たな取組（検討中のものを含む）についての設問に対する回答

結果を表  4 . 2 . 2 - 1 に示す。  

カーボンリサイクルファクトリーでの情報発信や、また情報発信のコンテンツを検

討・作成しているなど、さらに取組を進めていることが確認された。  

 

 表  4 . 2 . 2 - 1  情報発信への取組状況について  

企業・団体  回答  

企業Ａ  

・炭酸ガスの地産消を実現する小型 C O 2 回収装置「  R e C O 2  

S TAT I O N」  

・北海道帯広市・大樹町「十勝地方 L B M (液化バイオメタン )サプラ

イチェーン」  

・上記について、ホームページ  、プレスリリース、各所展示会など

で情報発信  

企業Ｂ  カーボンリサイクルファクトリーへ見学者をお連れし、設備見学及び

当社取り組みに関する情報発信を行う予定  

企業Ｃ  現在、検討・調整中  

企業Ｄ  前回回答以降、検討を進めているが、具体的な内容を詰めている状況  

企業Ｅ  カーボンリサイクルファクトリーにて、環境配慮建築材料の展示を検

討中  

企業Ｈ  社内ホームページや、各地方で開催される技術フェアなどの展示会に

て当社のカーボンニュートラル技術を P R  

行政・団体Ｃ  
2 0 5 0 年カーボンニュートラルの実現や海洋プラスチックごみ問題の

解決に向けて、環境・エネルギー先進技術を発信し、技術開発・普及

を促すため、環境・エネルギー先進技術の万博発信コンテンツの作成

を計画し、現在、コンテンツ作成を実施中  

行政・団体Ｄ  当該部署としての取組は無し  

行政・団体Ｅ  
・「けいはんな万博 2 0 2 5」の開催に向けて、実行の主体となる運営

協議会を立ち上げ、事業プランを検討中  

・併せて、効果的かつ効率的な情報発信の方法についても検討中  

 

( 2 )  情報発信、 P R 手法  

万博の開催に合わせ、活用される（活用を予定している）情報発信、 P R 手法につ

いての設問に対する回答結果を図  4 . 2 . 2 - 1 に示す。  
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ほぼ全ての企業・団体でホームページの活用を考えている一方、現状で S N S での発

信は少ないという結果であった。  

 

 

図  4 . 2 . 2 - 1  情報発信、P R 手法  

 

表  4 . 2 . 2 - 2  検討中の情報発信、P R 手法  

企業・団体  回答  

企業Ａ  
ホームページは既に対応可能。 S N S、メルマガ・ブログ配信、w e b

広告、印刷物・D M に関しても状況応じ実施を検討  

企業Ｂ  
カーボンリサイクルエリアにおける連携した情報発信  

行政・団体Ｄ  

・大阪・関西万博に関する H P の新設、交通インフラ（広告・ポス

ター）  

・地域情報誌、雑誌  ほか  

行政・団体Ｅ  
・メタバース等の活用についても検討  

・多言語での情報発信の方法について検討中  

 

 

( 3 )  他の企業・団体との情報発信の連携  

他の企業・団体と情報発信について連携したい考えがあるかについての設問に対す

る回答結果を図  4 . 2 . 2 - 2 に示す。  

0 2 4 6 8 10

⑥その他

⑤印刷物、DM

④web広告

③メルマガ等

②SNS

①ホームページ
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他の企業・団体と連携した情報発信の考えについて、回答を得た約半数が「ある」

との回答であった。  

また、連携する上での課題についての設問に対する回答結果を図  4 . 2 . 2 - 2 に示す。

課題としては広告費用やターゲットの設定などが挙げられている。  

 

 

図  4 . 2 . 2 - 2  他の企業・団体との情報発信の連携  

 

表  4 . 2 . 2 - 3  連携する上での課題  

企業・団体  回答  

企業Ａ  

・万博協会等の管理団体と協議、スピード感  

・未来社会ショーケース事業の展示と大阪パビリオン内の社内連携も

検討中  

企業Ｈ  
・連携のメリットよりも、協調するが故の自主性が無くなる、手法に

制約を受けるなど自由度が無くなるのではないか  

行政・団体Ｃ  

・広報費用：予算内で効果的な広報、情報発信ができるか、費用対効

果、効果検証  

・広報媒体：情報発信の対象者、ターゲットの設定  

行政・団体Ｅ  

・「けいはんな万博」のアイデンティティを失わず、w i n - w i n  の関係

を保ちながら広報できること  

・なるべく経費負担が増高せず、簡便に実施できる手法であること  

 

 

  

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

③その他

②今のところない

①ある
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第5章  革新的な技術の実証展示に関する調査  

昨年度までの 2 0 2 5 年大阪・関西万博におけるネガティブエミッション技術等の在

り方を示すコンソーシアムにおける成果を踏まえ、実証プラントエリアの展示施設に

おける展示内容の取りまとめに資するべく、過去の万博等において実施された、革新

的な技術の実証展示の例について、調査・分析を行った。  

調査は、展示・演出に関する専門的知識を有し、また実施・施工の経験も豊富であ

る株式会社乃村工藝社に外注することとし、調査期間は 2 0 2 3 年 1 0 月から 2 0 2 4 年 2

月にて実施した。  

 

5 . 1  調査概要  

調査は以下の 3 つの観点から実施することとし、これらより考察できることを

R I T E 実証プラントの展示に反映させることを検討した。  

①過去開催された博覧会等での実証実験プラントの紹介事例  

②幅広いターゲットに新技術を訴求する際の見せ方（常設展示）  

③最新の映像／デジタル技術を活用した事例や動向  

 

5 . 1 . 1  調査結果  

( 1 )  過去開催された博覧会等での実証実験プラントの紹介事例  

過去開催されている博覧会にて、本格的な実証実験を伴った見学可能な大型プラン

ト、パビリオン、施設等の事例は極めて少ない。博覧会等にて発信力のある実証プラ

ントの建設・見学実施の難易度は高いが、実稼働している先進的な技術に触れること

の注目度／訴求力は非常に高いと考えられる。  

 

①  苫小牧 C C S 実証試験センター  

日本初となる C C S の大規模実証試験（C O 2 の分離・回収、圧入、貯留、モニタリ

ング）プラント。 2 0 1 9 年に目標である累計 3 0 万トンの C O 2 圧入が達成され、現在は

圧入を停止しモニタリングが行われている。国内でも唯一の見学可能な大規模 C C S プ

ラントで、 2 0 2 2 年度には見学件数が過去最多の 2 5 8 件に上り、高い注目を集めてい

る。C C S は国内で見学できる施設が少なく注目度も高い。今回の実証プラントも様々

なターゲット層からの注目が見込まれる。  
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図  5 . 1 . 1 - 1  苫小牧 C C S 実証試験センター実機見学（屋外）  

 

 

図  5 . 1 . 1 - 2  苫小牧 C C S 実証試験センター実機見学、プレゼン（屋内）  

 

②  ドバイ万博  オランダ館  

「水、エネルギー、食の融合」をテーマに、建築全体を循環システムの体験展示と

して設計。太陽光や結露といった自然現象を利用してハーブ等の栽培が行われている。

テーマやコンセプトを形にしたもので『実証プラント』とは趣旨が異なるパビリオン

だが、考え方や体験性が大きなインパクトを与え、ドバイの持続可能な建築プロジェ

クトに送られる権威ある賞を受賞するなど、高く評価されている。  

結露、太陽エネルギー、光合成、菌類の生産、湿度バランス、温度の伝達など、自

然現象を利用して循環的に収集。外光の入る箇所でハーブ、内側ではキノコを実際に

栽培し、内装素材は再利用可能、生物学的に分解可能なもので構築されている。  
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図  5 . 1 . 1 - 3  ドバイ万博オランダ館  循環システムの体験展示①  

 

 

図  5 . 1 . 1 - 4  ドバイ万博オランダ館  循環システムの体験展示②  
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( 2 )  幅広いターゲットに新技術を訴求する際の見せ方  

視認できないスケールや化学変化等の現象は映像を用いることで、短い時間で分か

りやすく効果的に伝えることができる。映像のビジュアルは、訴求する技術に対する

見学者への印象にも大きく影響を及ぼすため、新技術の理解を高めるには質の高い映

像が望ましい。  

 

①  東芝  水素エネルギー研究開発センター  

東芝グループ内の水素関連技術を融合した、水素ソリューションの開発及び実証実

験を進めていくことを目的に開所。高効率に水と電気から水素を生成する新開発の固

体酸化物形電解装置を設置している。水素エネルギーの特長や東芝の描く水素社会の

先進性を訴求する映像シアター、機器や設備の稼働状況をリアルタイムで伝えるモニ

ター等、映像と実機を組み合わせて分かりやすく紹介している。  

 

  

図  5 . 1 . 1 - 5  東芝  水素エネルギー研究開発センター（スタジオ）  

 

7 枚の大きなスクリーン映像では「水から生まれ、水にかえる」水素エネルギーの

特長や、東芝の描く水素社会の先進性を訴求。小型模型と組み合わせて活用事例につ

いても紹介している。  
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図  5 . 1 . 1 - 6  東芝  水素エネルギー研究開発センター（ラボ）  

 

各機器の真横にモニターを設置し、それぞれの機器の動作状況や特徴などの情報を

表示するビジュアライゼーションシステムを構築。施設内の機器がどのように連結し、

発生した水素や電力をどのように使用しているのかを系統図として俯瞰することがで

きる大型モニターも設置されている。  

 

②  企業ミュージアム、科学館での取組  

安川電機みらい館はロボットアームを使用した展示演出を、M R J ミュージアムでは

実物スケールのモックや映像によるメカニズムの説明を、また日本未来科学館ではデ

モ機器等の実証試験への参加型の取組がなされている。  

実物やモックアップ、映像等を複合的に組み合わせて展示を計画し紹介することで、

技術内容を分かりやすく伝えたり、「新しい技術に触れた体験」の印象を高めること

に繋げている。  
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図  5 . 1 . 1 - 7  安川電機みらい館  

 

安川電機みらい館は、 2 0 1 5 年、安川電機創立 1 0 0 周年事業の一環プロジェクトと

してオープンした産業用ロボット組立工場に付帯している見学施設である。サーボモ

ータ・インバータ・産業用ロボットの最先端技術を紹介しており、自社製品のロボッ

トアームを使用した展示演出で動きの精度を感覚的に伝えている。  
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図  5 . 1 . 1 - 8  M R J ミュージアム  

 

M R J ミュージアムは、三菱スペースジェット（旧 M R J）生産現場の見学、開発へ

の道のりを紹介し、 2 0 , 0 0 0 点を超えるパーツによりつくられる航空機産業のダイナミ

ックさ、裾の広さを訴求することを目的とした見学施設である。生産現場に併設され

た見学施設というロケーションを最大限に活用し、原寸モックアップ展示のほか、映

像コンテンツを用いながら航空機づくりを体感できる。  

実物スケールのモックを通じて実際の構造を紹介し、揚力のメカニズムという視認

できない情報の伝達においては映像を活用している。（ 2 0 2 3 年 6 月末閉館）  
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図  5 . 1 . 1 - 9  日本科学未来館  オープンラボ  

 

日本科学未来館では、ロボット工学や人間工学などの研究者が、研究開発を進める

上で必要となる実証実験や調査を実施している。取組の１つである「オープンラボ」

は、研究者と市民が最先端の科学技術をつくっていく、ひらかれた実験場である。未

来館を舞台に、市民から広くデータを募ることに加え、市民と研究者の対話を促すこ

とで、多様な視点がとりこまれた研究をともに進めている。  

子どもも興味を持つようなデモ機等を開発し、実証実験に参加してもらうことで、

市民視点からの評価を集めている。  

 

( 3 )  最新の映像／デジタル技術を活用した事例や動向  

近年では没入感（ I M M E R S I V E）をテーマとしたアトラクションや劇場型シアター

がトレンドとなっている（自身が世界観やシナリオの中に入り込むような体験）。  

こうした「映像を映像として感じさせない手法」を実現するテクノロジーの進化が

顕著である。  
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①  X R（A R , V R , M R）：リアルとバーチャルを組み合わせる技術  

V R／M R は、どちらもゴーグルを装置し「使い方」を短時間で学ぶ導入演出が必要

となる。ゴーグルをかける必要があることから、運営面の負荷や予備機充電のための

バックヤードスペースが必要となる。技術的にはまだ進化を続けている領域のため、

前世代のハードは陳腐化しやすい側面がある。  

そのため、R I T E 実証プラントでの適用については、上記等の理由から別のテクノ

ロジーも視野に入れ、検討を行う。  

 

 

 図  5 . 1 . 1 - 1 0  X R  B A S E  p r o d u c e d  b y  N T T  Q O N O Q  

 

X R とは現実世界と仮想世界を融合することで、現実にはないものを知覚できる技

術の総称であり、「V R（仮想現実）」「A R（拡張現実）」「M R（複合現実）」等が含ま

れる。  

株式会社 N T T ドコモ、東日本旅客鉄道株式会社、株式会社ジェイアール東日本企画

の 3 社間で X R 領域の発展に向けた取組を推進することで 2 0 2 2 年 3 月に合意されて

いる。N T T  Q O N O Q  （図  5 . 1 . 1 - 1 0）は、その取組の一環として「誰でも最新の X R

技術を体験できる場」として秋葉原駅構内にオープンした。  
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図  5 . 1 . 1 - 11  兵庫津ミュージアム  初代県庁館「バーチャル V i s i t !」  

 

兵庫津ミュージアムは、兵庫県設置とともに県庁が置かれた、旧大坂町奉行所兵庫

勤番所の建物を復元した施設である。当時の知事執務室を含む県庁舎、旧同心屋敷な

どが再現されている。M R 体験「バーチャル V i s i t !」では、初代県庁を舞台に繰り広

げられた幕末維新のドラマが体験できる。常設展示施設の中で M R ゴーグルを使用し

た、国内でも数少ない事例の一つである。  

 

②  現実空間に対し立体感のある映像を投影する技術  

シースルースクリーン（視界が抜けているため、奥の空間まで見える紗幕スクリー

ン）の技術は以前からあるものだが、非常に高いクオリティで「視界の抜け感」と

「映像投影の明瞭さ」を両立するスクリーンが近年登場している。  

ゴーグル等のデバイスが不要となるため、見学者も運営側もストレスフリーで映像

内容に集中することができる。  

通常の映像鑑賞にはない没入感・体験性があり、運営面の負荷が少ないことから、

R I T E 実証プラントでの適用については、高い適正があると考えられる。  
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図  5 . 1 . 1 - 1 2  B u i l d i n g  T h e  F u t u r e  2 0 2 2（P o r t u g a l）  

 

シースルースクリーンは、図  5 . 1 . 1 - 1 2、図  5 . 1 . 1 - 1 3 のイベントのように、オンラ

インを交えたカンファレンスイベントのメインスクリーンで使用されており、司会進

行役の身振り等を交えながらライブ感のある演出となっている。  
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図  5 . 1 . 1 - 1 3  I m m e r s i v e  M u s e u m  

 

イマーシブ（ I M M E R S I V E＝没入）シアターとは、 2 0 0 0 年代にロンドンから始ま

った『体験型演劇作品』の総称である。ニューヨークを中心に世界各地で注目を集め

ており、従来の「映像を見る」から「世界観に入り込む」「物語の一部として作品に

参加する」といった体験にシフトしている。  

I m m e r s i v e  M u s e u m は、世界的に著名な芸術作品を映像コンテンツ化し、広大な屋

内空間の壁面と床面全てを埋め尽くす没入映像と特別な音響体験を提供する新感覚体

験型アートエキシビションである。技術的には従来型の P J マッピング手法にあたる

が、映像投影された対象を外から鑑賞するのではなく「映像投影された空間に自分が

入り込む」という体験性が目新しさとして評価されている。  

 

5 . 2  調査結果からの考察  

過去開催されている博覧会にて、本格的な実証実験を伴った見学可能な大型プラン

ト、パビリオン、施設等の事例は極めて少ないが、先進的な技術に触れることの注目

度／訴求力は非常に高い。  

視認できない情報の伝達において、映像を用いることで、技術のメカニズム等を短

い時間で分かりやすく効果的に伝えることができる。なお、映像のビジュアル効果は、

訴求する技術に対する見学者への印象にも大きく影響を及ぼすため質の高い映像が望

ましい。  
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第6章  コンソーシアムにおける検討及び有識者からのヒア

リング・技術指導等  

6 . 1  コンソーシアムによる検討  

コンソーシアムにおける検討では、総会及びその傘下に展示広報分科会を組織・運

営し、コンソーシアム総会を 2 回、分科会を 2 回（いずれも We b を活用したハイブリ

ッド開催（半日））実施した。  

総会、分科会において各種検討を進めるにあたり、有識者として元 2 0 0 5 年日本国

際博覧会協会事務総長  中村利雄氏に特別顧問として就任していただき、適宜、ご意見

を頂戴することとした。  

 

6 . 1 . 1  総会・分科会概要  

総会は、課題の共有化を図るとともに、コンソーシアム終了時に検討結果・意見等

をとりまとめ、共有化を行うものである。また、総会の下に設置した展示広報分科会

においては、より細やかな検討・意見交換を実施するものである（表  6 . 1 . 1 - 1）。  

 

 表  6 . 1 . 1 - 1  コンソーシアム構成  

会長  山地  憲治  公益財団法人地球環境産業技術研究機構理事長  

特別顧問  中村  利雄  元 2 0 0 5 年日本国際博覧会協会事務総長  

分科会  展示広報分科会  

大阪・関西万博におけるカーボンニュートラル

技術の展示に関し、万博会場内外の関係者とと

もに、協力して効果的な広報活動などについて

検討し、展示及び広報活動について取りまとめ

を行う  

 

  



 

 - 96 - 

分科会の座長、メンバー一覧を表  6 . 1 . 1 - 2 に示す。なお、総会メンバーは、分科会

メンバーと同一である。  

表  6 . 1 . 1 - 2  各分科会座長及びメンバー一覧  

展示広報

分科会  

座長  公益財団法人地球環境産業技術研究機構  

メンバー  一般財団法人地球産業文化研究所（G I S P R I）  

岩谷産業株式会社  

エア・ウォーター株式会社  

応用地質株式会社  

大阪ガス株式会社  

大阪市  

大阪府  

鹿島建設株式会社  

株式会社スプレッド  

株式会社乃村工藝社  

関西電力株式会社  

九州大学  

グローバル C C S インスティテュート日本事務所  

公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会  

公益社団法人  関西経済連合会  

公益財団法人  関西文化学術研究都市推進機構  

大成建設株式会社  

太平洋セメント株式会社  

デンカ株式会社  

東邦ガス株式会社  

独立行政法人  製品評価技術基盤機構  

名古屋大学  

二酸化炭素地中貯留技術研究組合  

前田道路株式会社  

三菱重工業株式会社  
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6 . 1 . 2  開催概要  

コンソーシアム総会、分科会は、表  6 . 1 . 2 - 1 のスケジュールで開催した。  

 

表  6 . 1 . 2 - 1  コンソーシアム総会、分科会開催状況  

年月日  会議名  開催場所等  

2 0 2 3 年 7 月 2 5 日  第一回コンソーシアム総会  大阪・オンライン  

2 0 2 3 年 1 1 月 1 日  第一回展示広報分科会  大阪・オンライン  

2 0 2 4 年 2 月 5 日  第二回展示広報分科会  大阪・オンライン  

2 0 2 4 年 3 月 2 1 日  第二回コンソーシアム総会  大阪・オンライン  

 

( 1 )  コンソーシアム総会  

①  第一回コンソーシアム総会  

•  日時： 2 0 2 3 年 7 月 2 5 日 1 4： 3 0～ 1 6： 3 0  

•  場所：A P 大阪茶屋町（オンライン併用）  

•  参加申込者：会場 2 1 名、オンライン 4 8 名  

•  議事：  

①  今年度のコンソーシアムについて（ R I T E）  

②  展示広報分科会について（R I T E）  

③  7 / 2 0「未来社会ショーケース事業出展」協賛者記者発表会について（大

阪ガス、エア・ウォーター、 R I T E）  

④  万博を活用した「持続可能な開発のための教育  （ E S D）」について（日本

国際博覧会協会）  

 

②  第二回コンソーシアム総会  

•  日時： 2 0 2 4 年 3 月 2 1 日 1 5： 0 0～ 1 7： 0 0  

•  場所：A P 大阪茶屋町（オンライン併用）  

•  参加申込者：会場 1 7 名、オンライン 4 3 名  

•  議事：  

①  D E S I G N  f o r  A l l を意図した R I T E ガイダンス施設誘客プロモーションの

視座（ユニバーサルデザイン総合研究所）  

②  展示・広報の連携・方策の検討について（R I T E）  

③  博覧会協会グリーンビジョン改訂版他について（日本国際博覧会協会）  

④  2 0 2 5 年大阪・関西万博における R I T E ネガティブエミッション実証プラン

トについて（R I T E）  

 

 



 

 - 98 - 

( 2 )  展示広報分科会  

①  第一回展示広報分科会  

•  日時： 2 0 2 3 年 1 1 月 1 日 1 4： 0 0～ 1 6： 0 0  

•  場所：A P 大阪茶屋町（オンライン併用）  

•  参加申込者：会場 1 7 名、オンライン 5 5 名  

•  議事：  

①  展示・広報の連携・方策の検討について（ R I T E）  

②  けいはんな万博２０２５基本計画の概要（関西文化学術研究都市推進機

構）  

③  大 阪 ・ 関 西 万 博 に 向 け た カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 関 連 の 取 組 に つ い て  

 (関西経済連合会）  

④  万博の入場チケット、スケジュールについて（日本国際博覧会協会）  

⑤  2 0 2 5  年大阪・関西万博における R I T E ネガティブエミッション実証プラ

ントについて（R I T E）  

⑥  名古屋大学及び九州大学の実証試験の状況について  

（名古屋大学  則永教授／九州大学  藤川教授）  

⑦  革新的な技術の実証展示の調査結果報告（乃村工藝社）  

 

②  第二回展示方法分科会  

•  日時： 2 0 2 4 年 2 月 5 日 1 5： 0 0～ 1 7： 0 0  

•  場所：A P 大阪淀屋橋（オンライン併用）  

•  参加申込者：会場 1 6 名、オンライン 6 3 名  

•  議事：  

①  展示・広報の連携・方策の検討について（ R I T E）  

②  温 暖 化 対 策 に 関 す る 取 り 組 み 、 脱 炭 素 W G の 検 討 状 況 に つ い て  

（日本国際博覧会協会）   

③  バーチャル万博について（日本国際博覧会協会）   

④  2 0 2 5  年大阪・関西万博における R I T E ネガティブエミッション実証プラ

ントについて（R I T E）  

⑤  名古屋大学の実証試験の検討状況（名古屋大学  則永教授）  

⑥  今後の取り組み（案）について（ R I T E）  
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6 . 2  有識者からのヒアリング・技術指導等  

6 . 2 . 1  博覧会協会による E X P O 2 0 2 5 グリーンビジョン改訂状況  

E X P O 2 0 2 5 グリーンビジョンの基本的な考え方を図  6 . 2 . 1 - 1 に示す。様々な仕組み

の導入が挙げられるが、来場者の行動変容を起こす仕組みの導入が重要である。その

他にも、グリーン成長戦略や重点産業分野における需給両面の取組促進、スタートア

ップ企業の参加促進等を挙げている。  

 

 

図  6 . 2 . 1 - 1  E X P O 2 0 2 5 グリーンビジョン（ 2 0 2 4 年度版）  

 

脱炭素に関する具体的な取組の背景として、基本的には政府の取組に準拠している。

特に G X の実現を通して脱炭素技術の強みを生かし、世界規模でのカーボンニュート

ラルの実現に貢献していくこと、日本の産業競争力の強化、経済発展につなげていく

ことを挙げている。  

万博における温室効果ガスの排出量推計と目標について、 S c o p e 1、 2（会場中での

排出量）については、 S c o p e 1 のガス・軽油関係が 7 , 0 0 0 トン、 S c o p e 2 の電気・熱由

来が 2 万 6 , 9 0 0 トン、合計で 3 万 3 , 9 0 0 トン程度としている（図  6 . 2 . 1 - 2）。  

S c o p e 1、 2 は自らの排出量であるが、カーボンニュートラルを目指すとしており、

基本的にはおおよその目途は立っている。  



 

 - 100 - 

 

図  6 . 2 . 1 - 2  温室効果ガスの排出量推計と目標設定（ S c o p e 1 , 2 相当）  

 

会期前後や会場外での排出である S c o p e 3 は、 4 3 0 万トンである（図  6 . 2 . 1 - 3）。最

も多いのが来場者の移動・宿泊、会場内で消費される飲食料品、ライセンス商品等か

らの製造から廃棄までであり、特に海外からの来場者における航空機での排出が 2 0 0

万トンで、非常に大きい。次に多いのが、会場の建設やインフラの整備で 8 0 万トン

である。その他、運営に伴う排出や運営協賛に伴う排出など様々な事業が行われるた

め、それらからの排出がある。  

S c o p e 3 の 4 3 0 万トンについてのカーボンニュートラルに関し、必要なクレジット

が、そもそも市場に出回っておらず、費用での解決には意味もあり、削減の呼びかけ

やアクションに加え、必ずしも S c o p e 3 を削減達成できるわけではないものの、将来

に向けた行動変容の取組をレガシーとすべく、グリーンチャレンジに取り組むことと

している。  

 

図  6 . 2 . 1 - 3  温室効果ガスの排出量推計と目標設定（ S c o p e 3 相当）  
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会場の中での 2 0 5 0 年に向けた脱炭素社会の具体像の提示に関し、 1 つ目が水素社会

であり、水素発電やアンモニア発電を会場の外から導入していくことを検討している。

もう一つが再生可能エネルギーの徹底利用で、ペロブスカイト太陽電池をゲートの近

くのバス停の屋根に設置し、その電気を賄うとともに実装の展示を行うことや、会場

内の空調に再生可能エネルギーとして、帯水層蓄熱や海水冷熱を利用し、空調のエネ

ルギーを削減する予定である（図  6 . 2 . 1 - 4）。  

 

 

図  6 . 2 . 1 - 4  2 0 5 0 年に向けた脱炭素社会の具体像の提示（１）  

 

次に、カーボンリサイクル技術として、 R I T E による D A C を中心に、大阪ガスのメ

タネーション技術や C O 2 回収装置を取りまとめて実装する予定である。これら以外に

は、サスティナブルな燃料として、合成燃料やバイオディーゼル等の利用も予定して

いる。  

また、グリーンチャレンジにて集めた廃油を回収し、燃料として使用するや、C O 2

排出削減・固定量最大化コンクリートなどの利用促進も考えており、これらも実際に

展示や実装していく考えである。  

今回の改訂で追加したものとしては、再エネを使う場合においても、省エネは非常

に重要であることから、省エネ技術を導入すべく、パビリオンごとに空調で使用する

エネルギーを削減できるように、A I やセンサーを活用した高度なエネルギーマネジメ

ントシステムを約 2 0 パビリオンに導入すべく、検討が進められている（図  6 . 2 . 1 - 5）。  
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図  6 . 2 . 1 - 5  2 0 5 0 年に向けた脱炭素社会の具体像の提示（２）  

 

また、横断的事項として、「若者、子どもに対する取組」として、体験型プログラ

ムの計画、会場内ツアーの計画、We b コンテンツの拡充が考えられている。  

その他、C o - D e s i g n  C h a l l e n g e では、新たなプロダクトを業界と一緒になり、商品

化まで導いていくことや、会場外において、様々な企業にて観光客を誘致するための

ポータルサイトを立ち上げて、登録していただくような仕組みづくりがなされている

（図  6 . 2 . 1 - 6）。  

 

 

図  6 . 2 . 1 - 6  横断的事項  
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6 . 2 . 2  博覧会協会による脱炭素 W G での検討状況  

G H G の排出量推計について、昨年 3 月末でグリーンビジョンにて発表しているが、

S c o p e 1、 2 における会期中の会場内での排出量については 3 1 , 0 0 0 トン。対して

S c o p e 3 として会期前後や会場の外での排出については 4 1 1 万トンである。万博の準

備が進み、また物価上昇により変動するため、今年度、 B A U を改訂する。  

 

図  6 . 2 . 2 - 1  温室効果ガスの排出量推計（第 4 回 W G より）  

 

 

図  6 . 2 . 2 - 2  温室効果ガス排出量推計の見直しについて  

 

来年度以降の取組について、 1 点目は第三者の検証を受けていくことで、 I S O や

I S A E を受けていくべく、第三者認証機関と協議を始めた。  



 

 - 104 - 

2 点目は、G H G 排出量の精緻化。今の時点では「予算×係数」による推定だが、具

体化していくにあたり、エネルギーの使用量や資材の使用量の実績値や位置データを

用いて、数字の精緻化を行っていく方針である。  

 

図  6 . 2 . 2 - 3  次年度以降について  

 

E X P O グリーンチャレンジについても、具体化してきている。万博をきっかけとし

て脱炭素に取り組むことを、グリーンチャレンジと名付けており、大阪・関西発で日

本全国に広げていこうと考えている。  

・具体的には、 7 つのチャレンジメニューを用意している。家庭からの廃食用油の

リサイクルがメインになると思うが、マイボトルや省エネ行動、うちエコ診断、ごみ

拾い、食べ残しゼロ、旅行宿泊先での m y 歯ブラシの使用という脱プラも含め、 7 つ

の脱炭素行動について、チャレンジメニューとして登録し、それをアプリで管理し、

脱炭素行動を積み上げていくものである。  

 

図  6 . 2 . 2 - 4  E X P O グリーンチャレンジ概要  



 

 - 105 - 

 

 

図  6 . 2 . 2 - 5  E X P O グリーンチャレンジ  チャレンジメニューの内容  

 

グリーンチャレンジアプリについて、 J a Z C a F という一般社団法人に協賛をいただ

き、脱炭素行動ごとの C O 2 削減量をこのアプリで管理してカウントし、取り組んだ方

には金銭価値を持たないポイントを付与し、そのポイントを貯めて抽せんに参加して

いただくような形で持続性を持たせようと考えている。アプリの稼働は、春ぐらいに

なる予定である。  

 

図  6 . 2 . 2 - 6  E X P O グリーンチャレンジアプリ  
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第7章  まとめ  

7 . 1  展示内容に関する検討結果  

R I T E による実証プラントの展示については、パビリオン出展ではなく、未来社会

ショーケース事業に位置付けられる。未来社会ショーケース事業は、スマートモビリ

ティ万博、アート万博、デジタル万博、グリーン万博、バーチャル万博、フューチャ

ーライフ万博の 6 つの領域が設定されており、R I T E による実証プラントの展示は、

グリーン万博に区分され、R I T E はバーチャル万博への参加も予定している。  

ガイダンス施設の設置に向けては、R I T E の D A C 装置だけでなく、九州大学、名古

屋大学の D A C 実証試験装置も含め、具体的な配置（レイアウト）などの検討を進め、

ガイダンス施設他、建築物については設計を完了し、 2 0 2 3 年 1 2 月に大阪市へ仮設建

築物許可、建築確認を申請し、 2 月に許可されており、来年度より現地着工する計画

である。  

想定見学者数は、来場者の安全確保、事前予約者のチェック、 E V バスの乗り降り

などに一定の余裕をもたせ、 1 度の受け入れには 1 時間程度を要するものとしたため、

最大で 1 日当たり 1 2 0 人 ( 2 0 人 /回・ 1 時間、 6 回 /日 )を受け入れることとなり、会期

中では最大約 2 0 , 0 0 0 人程度となる。  

なお、見学者に対して基本的には実証プラントエリア内にて説明を行うものと考え

ているが、博覧会協会から隣接する大阪ガス、エア・ウォーターの実証にも触れて欲

しいとの要望を受けており、関係各所と検討を進める。  

見学者の受け入れの流れは、まず初めにガイダンス施設にて、映像によるプレゼン

テーションを行う。そのプレゼンテーションの内容は、地球温暖化問題の現状から始

め、カーボンニュートラルに取り組む意義、次いでネガティブエミッション技術とし

て D A C C S の説明、加えて実証プラントエリア内で展示するカーボンニュートラル技

術の紹介、最後にエピローグという流れを計画している。この映像によるプレゼンテ

ーションの所要時間は、概ね 1 0 分程度を予定している。  

また、革新的な技術の実証展示に関する調査では、①過去開催された博覧会等での

実証実験プラントの紹介事例、②幅広いターゲットに新技術を訴求する際の見せ方

（常設展示）、③最新の映像／デジタル技術を活用した事例や動向の 3 つの観点から実

施し、シースルースクリーン（視界が抜けているため、奥の空間まで見える紗幕スク

リーン）の技術は、ゴーグル等のデバイスが不要となるため、見学者も運営側もスト

レスフリーで映像内容に集中することができ、通常の映像鑑賞にはない没入感・体験

性があり、運営面の負荷が少ないことから、R I T E 実証プラントでの適用については、

高い適正があると考えられる。  

バーチャル万博は、入場無料であり、時間・場所を問わず誰でも気軽に見学（アク

セス）できるものと想定されており、特に管理区域という一般来場者の立ち入りが制

限されたエリアにおいては、より多くの方への高い訴求効果が期待できる。今後、紹

介する内容やコンテンツについては R I T E にて作成する。  
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7 . 2  展示・広報の在り方の検討結果  

展示・広報の在り方の検討では、実証プラントエリア以外におけるカーボンニュー

トラル技術を展示する企業や万博会場外でカーボンニュートラル技術を情報発信する

企業、また大阪・関西万博に合わせて開催される情報発信イベント等について情報収

集するとともに、博覧会協会等とも意思疎通を図りながら検討を進めた。  

万博会場内のカーボンニュートラル技術を整理した結果、グリーン万博に加え、ス

マートモビリティ万博やフューチャーライフ万博・未来の都市において、展示が考え

られており、計 2 6 社ある。  

関係団体の取組として、けいはんな学研都市、関西経済連合会、大阪府・大阪市、

京都府、兵庫県の取組状況を整理、取りまとめた。また、情報発信、 P R 手法につい

て整理するとともに、カーボンニュートラル技術に係るアンケート、ヒアリング調査

を実施した。  

参加メンバーを対象としたアンケート結果から、情報発信を考えている参加メンバ

ーは多く、それは万博会場内にとどまらず、会場外でも行いたい、また来場者を誘導

したいとの考えのメンバーもいる。また、ヒアリング結果からは、各企業・団体とも

具体的な取組の検討を進めている段階であることから、広報に係る連携について、未

だ検討の余地があるものと推察される。  

情報発信の手法としては、ホームページや印刷物等の回答が多かったものの、 S N S

を考えられている企業・団体もあり、主にこういった手法での連携が考えられる。ま

た、万博会場内でどういったカーボンニュートラル技術が紹介されようとしているの

か、調査した結果、参加メンバーによるもの以外にも、グリーン万博、フューチャー

ライフ万博・未来の都市でも多数の企業が展示・ P R を計画している。  

今後、コンソーシアムにて得られた情報を元に、参加メンバー同士や、グリーン万

博、フューチャーライフ万博・未来の都市にて展示・ P R を計画している企業などと、

個別に調整を図り、連携を進める。  

 

7 . 3  展示施設への集客に関する検討結果  

ガイダンス施設への来場者の移送手段としては、 E V バスによる送迎を想定してお

り、万博会場の中央部を出発地点として、ピストン輸送を計画している。また、今年

度は来場者の集客の一環として、事前予約システムについても検討を行った。  

会場中央部からの R I T E バスによる送迎については、博覧会協会と調整の上、会場

外周トラムの運行事業者である大阪メトロに委託する計画である。  

会期中、事前予約者など、最大約 2 0 , 0 0 0 人程度を移送する計画を前提として調整

を進めており、車種は小型 E V バス（全長 7 m 程度、定員 2 0 名）で、外周トラムの

E V バスと同一車種を想定している。  

R I T E バスの乗降車場所については、博覧会協会・大阪メトロとの協議にて、日本

館付近の東公園（仮称）を候補としている。  

東公園（仮称）における事前予約者の集合場所について、博覧会協会・大阪メトロ

との協議により、外周トラムのバス停付近に 2 か所の候補が挙げられている。その内
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1 か所は、夜間に作業用通路として使用されるため、集合場所としての使用は難しい

と考えられる。もう 1 か所は付近に売店があり、こちらの場所をベースに、博覧会協

会・大阪メトロと協議を進める予定である。また、 R I T E バスへ乗車する来場者がき

ちんと事前予約を行っているかの確認方法、集合場所から乗車場所への誘導方法など

について、検討を進める。  

万博会場で使用する E V バスについて、大阪メトロより情報収集を行った結果、

R I T E 行きのバスであるとの明示が、ラッピングなど外観上の区分では難しいため、

外周トラムとどう区別するか、検討が必要である。また、小型 E V バスにはデジタル

サイネージや広告掲示スペースも設けられていることから、これらを活用してどうい

った情報発信を行うか、検討を要する。  

事前予約システムについて、R I T E 実証プラントエリアへの来場者は事前予約を必

要としている。事前予約システムは、博覧会協会も協会ホームページ上で、予約を行

えるよう、システムを構築する計画であるが、パビリオンの事前予約は 3 箇所のみと

されていることから、 R I T E 実証プラントへの予約の機会がかなり減るものと懸念さ

れる。そのため、R I T E 独自の事前予約システムを構築する計画としている。  

 


